
事  務  連  絡 

令和元年５月 31 日 

 

各都道府県・指定都市教育委員会学校保健主管課 

各都道府県教育委員会専修学校各種学校主管課  

各 都 道 府 県 私 立 学 校 主 管 部 課 

各 国 公 立 大 学 担 当 課 

各 国 公 立 高 等 専 門 学 校 事 務 局 

大学を設置する各学校設置会社の学校担当事務局 

文 部 科 学 大 臣 所 轄 各 学 校 法 人 担 当 課 

独立行政法人国立高等専門学校機構事務局  

小中高等学校を設置する学校設置会社を所轄する 

構造改革特別区域法第１２条第１項の認定を  

受けた各地方公共団体の学校設置会社担当課  

 各都道府県・指定都市・中核市認定こども園主管課  

 

 

文部科学省初等中等教育局 

     健 康 教 育 ・ 食 育 課 

 

 

麻しんに関する特定感染症予防指針の一部改正について（協力依頼） 

 

 

学校等における麻しん対策については、別紙１の「学校における麻しん対策

について」（平成30 年５月16 日健感発0516 第４号厚生労働省健康局結核感

染症課長通知）等により、これまで御対応いただいているところです。 

今般、厚生科学審議会における議論を踏まえ、別紙２のとおり、麻しんに関

する特定感染症予防指針(平成19 年厚生労働省告示第422 号。以下「指針」と

いう。)が改正されました。 

つきましては、改正後の指針の内容も踏まえ教育委員会及び学校等の設置者

において御協力いただきたい事項は下記のとおりですので、お知らせいたしま

す。 

また、学校等における麻しん対策については、「学校における麻しん対策ガ

イドライン第二版」（平成30 年２月作成）も参照いただくほか、別紙３及び

別紙４のリーフレット等も活用いただきますよう、併せて周知のほどよろしく

御中 



お願いします。 

なお、別紙５のとおり平成31年4月25日付け健健発0425第１号及び健感発

0425第１号で厚生労働省健康局健康課及び結核感染症課から衛生主管部局宛て

通知されていますので、御承知おきいただきますようお願いします。 

 

 

記 

 

 

１ 市（特別区を含む。）町村教育委員会は、学校保健安全法（昭和33 年法

律第56 号）第11 条に規定する健康診断（以下「就学時健診」という。）の

機会を利用して、当該就学時健診の受診者について麻しんのり患歴（過去に

検査診断で確定したものに限る。以下同じ。）及び第二期（小学校就学の始

期に達する日の１ 年前の日から当該始期に達する日の前日までの間）の定

期の予防接種の接種歴（母子健康手帳、予防接種済証等の記録に基づくもの

に限る。以下同じ。）を確認し、麻しんに未り患又は麻しんのり患歴が不明

であり、かつ、麻しんの第二期の定期の予防接種を受けていないことが判明

した場合には、衛生主管部局と連携し受診者が定期の予防接種を受けられる

よう適切な対応を取ること。（改正後の指針第三の二の３関係） 

 

２ 学校の設置者は、学校保健安全法第15 条第１項に規定する職員の健康診

断等の機会を利用して、当該学校等の職員の麻しんのり患歴及び予防接種歴

を可能な限り確認し、麻しんに未り患又は麻しんのり患歴が不明であり、か

つ、麻しんの予防接種を必要回数（現行の定期の予防接種において必要とさ

れる回数をいう。以下同じ。）である２回受けていない又は麻しんの予防接

種歴が不明である場合には、当該予防接種を受けることを推奨すること。

（改正後の指針第三の三の６関係） 

 

３ 学校の設置者は、学校保健安全法第13 条第１項に規定する児童生徒等の

健康診断等の機会を利用して、学校等の児童生徒等の麻しんのり患歴及び予

防接種歴を確認し、麻しんに未り患又は麻しんのり患歴が不明であり、か

つ、麻しんの予防接種を必要回数である２回受けていない又は麻しんの予防

接種歴が不明である場合には、児童生徒等又は保護者等に対して麻しんに関

する情報の提供を行うこと。（改正後の指針第三の四の３関係） 

 

 



参考１：麻しんについて 

https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekka

ku-kansenshou/measles/index.html 

 

参考２：改正後の指針全文 

https://www.mhlw.go.jp/content/000503060.pdf 

 

参考３：学校における麻しん対策ガイドライン第二版 

（平成30 年２月作成） 

https://www.niid.go.jp/niid/ja/id/655-

diseasebased/ma/measles/idsc/555-measles-guidlines.html 

 

 

 

 

（本件担当） 

文部科学省初等中等教育局 

健康教育・食育課  保健指導係 

TEL： 03-5253-4111(2070) 

 

https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/measles/index.html
https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/measles/index.html
https://www.mhlw.go.jp/content/000503060.pdf
https://www.niid.go.jp/niid/ja/id/655-diseasebased/ma/measles/idsc/555-measles-guidlines.html
https://www.niid.go.jp/niid/ja/id/655-diseasebased/ma/measles/idsc/555-measles-guidlines.html


事  務  連  絡 

平成３１年４月２５日 

文部科学省初等中等教育局 

     健康教育・食育課長 殿 

 

               

厚 生 労 働 省 健 康 局 健 康 課 長 

厚生労働省健康局結核感染症課長 

 

 

麻しんに関する特定感染症予防指針の一部改正について（協力依頼） 

 

 学校等における麻しん対策については、別紙１の「学校における麻しん対

策について」（平成 30 年５月 16 日健感発 0516 第４号厚生労働省健康局結

核感染症課長通知）等により、これまで御対応いただいているところです。 

今般、厚生科学審議会における議論を踏まえ、別紙２のとおり、麻しんに

関する特定感染症予防指針(平成 19 年厚生労働省告示第 422 号。以下「指針」

という。)が改正されました。 

つきましては、改正後の指針の内容も踏まえ教育委員会及び学校等の設置

者において御協力いただきたい事項は下記のとおりですので、教育委員会及

び学校等の設置者に対し、周知していただきますようお願いします。 

 また、学校等における麻しん対策については、「学校における麻しん対策

ガイドライン第二版」（平成 30 年２月作成）も参照いただくほか、別紙３及

び別紙４のリーフレット等も活用いただきますよう、併せて周知のほどよろ

しくお願いします。 

なお、別紙５のとおり衛生主管部局宛て通知しましたので、御承知おきい

ただきますようお願いします。 

 

記 

 

１ 市（特別区を含む。）町村教育委員会は、学校保健安全法（昭和 33 年法

律第 56 号）第 11 条に規定する健康診断（以下「就学時健診」という。）

の機会を利用して、当該就学時健診の受診者について麻しんのり患歴（過

去に検査診断で確定したものに限る。以下同じ。）及び第二期（小学校就

学の始期に達する日の１年前の日から当該始期に達する日の前日までの

間）の定期の予防接種の接種歴（母子健康手帳、予防接種済証等の記録に



基づくものに限る。以下同じ。）を確認し、麻しんに未り患又は麻しんの

り患歴が不明であり、かつ、麻しんの第二期の定期の予防接種を受けてい

ないことが判明した場合には、衛生主管部局と連携し受診者が定期の予防

接種を受けられるよう適切な対応を取ること。（改正後の指針第三の二の

３関係） 

 

２ 学校の設置者は、学校保健安全法第 15 条第１項に規定する職員の健康

診断等の機会を利用して、当該学校等の職員の麻しんのり患歴及び予防接

種歴を可能な限り確認し、麻しんに未り患又は麻しんのり患歴が不明であ

り、かつ、麻しんの予防接種を必要回数（現行の定期の予防接種において

必要とされる回数をいう。以下同じ。）である２回受けていない又は麻し

んの予防接種歴が不明である場合には、当該予防接種を受けることを推奨

すること。（改正後の指針第三の三の６関係） 

 

３ 学校の設置者は、学校保健安全法第 13 条第１項に規定する児童生徒等

の健康診断等の機会を利用して、学校等の児童生徒等の麻しんのり患歴及

び予防接種歴を確認し、麻しんに未り患又は麻しんのり患歴が不明であり、

かつ、麻しんの予防接種を必要回数である２回受けていない又は麻しんの

予防接種歴が不明である場合には、児童生徒等又は保護者等に対して麻し

んに関する情報の提供を行うこと。（改正後の指針第三の四の３関係）  
 

参考１：麻しんについて 

https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/k

ekkaku-kansenshou/measles/index.html 

 

参考２：改正後の指針全文 

 https://www.mhlw.go.jp/content/000503060.pdf 

 

参考３：学校における麻しん対策ガイドライン第二版 

（平成 30 年２月作作成） 

https://www.niid.go.jp/niid/ja/id/655-disease-

based/ma/measles/idsc/555-measles-guidlines.html 



健 感 発 0 5 1 6 第 4 号 

平成 30 年 5 月 16 日 

 

文部科学省初等中等教育局 

健康教育・食育課長 殿 

 

                    厚生労働省健康局結核感染症課長 

 

学校における麻しん対策について（協力依頼） 

 

 麻しんについては、平成 27 年３月 27 日付けで、世界保健機関西太平洋地域事務局に

より、日本が排除状態にあることが認定されましたが、その後も海外で感染した患者を

契機として国内での感染の拡大事例が見られております。 

本年３月 20 日以降、海外からの輸入症例を契機として、沖縄県で麻しん患者数の増加

が報告されております。また、その後、他県においても感染者が発生しました。 

麻しんウイルスの感染力及び麻しんの重篤性を鑑み、学校においても、日頃から十分

な予防策を施すとともに、万一麻しんが発生した場合には迅速な対応をとることが重要

です。貴職におかれては、「学校における麻しん対策ガイドライン第二版」（平成 30 年２

月作成）に基づく対応の徹底について、改めて周知していただきますようお願いいたし

ます。 

また、麻しんの対策として最も有効なのは予防接種であるため、予防接種法（昭和 23

年法律第 68 号）第五条第１項に基づく定期の予防接種（以下「定期接種」という。）の

対象となっており、特に重症化しやすい者への感染を防止する観点から、麻しんに関す

る特定感染症予防指針（平成 19 年厚生労働省告示第 442 号）第３の四において、「１ 医

療関係者、児童福祉施設等の職員、学校等（幼稚園、小学校、中学校、義務教育学校、

高等学校、中等教育学校、特別支援学校、大学、高等専門学校、専修学校及び各種学校

をいう。以下同じ。）の職員等は、幼児、児童、体力の弱い者等の麻しんに罹患すると重

症化しやすい者と接する機会が多いことから、本人が麻しんを発症すると、多数の者に

感染を引き起こしてしまう可能性が高い。このため、麻しんの排除を達成するためには、

医療関係者、児童福祉施設等の職員、学校等の職員等に対し、予防接種の推奨を行う必

要がある。」とされているところです。 

このため、貴職におかれては、都道府県教育関係部局において、保健衛生関係部局と

連携しつつ、貴管内の学校等に対し、当該施設の職員の罹患歴や予防接種歴を確認し、

未罹患であり、かつ、麻しんの予防接種を必要回数である２回接種していない場合には、

予防接種を受けることを十分検討する必要があることを広く周知していただくとともに、

学校保健安全法施行規則（昭和 33 年文部省令第 18 号）第十六条に定められる事後措置

等の機会を通じ、必要な予防接種を受けるようにご指導いただきますようお願いします。 

なお、麻しんの予防接種の推奨の徹底について、別添のとおり衛生主管部局長宛て通



知しましたので、ご承知おきいただきますようお願いします。 

 

参考：学校における麻しん対策ガイドライン第二版 

（作成：国立感染症研究所疫学センター、監修：文部科学省、厚生労働省） 

   http://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/hoken/08040804.htm 



 

健健発0419第１号 

健感発0419第１号 

平成31年４月19日 

都 道 府 県 知 事 

各 保健所設置市長   殿 

       特 別 区 長 

 

                厚 生 労 働 省 健 康 局 健 康 課 長 

（ 公 印 省 略 ） 

 厚生労働省健康局結核感染症課長 

                    （ 公 印 省 略 ） 

 

 

麻しんに関する特定感染症予防指針の一部改正について（通知） 

 

平素より、感染症対策の推進につきまして、御理解と御協力を賜り誠にありが

とうございます。 

我が国における麻しん対策は、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に

関する法律（平成10年法律第114号）及び予防接種法（昭和23年法律第68号）に基

づき策定される麻しんに関する特定感染症予防指針(平成19年厚生労働省告示第

422号。以下「指針」という。)に沿って実施することとされています。 

今般、厚生科学審議会における議論を踏まえ、指針を別紙１のとおり改正しま

した。主な改正内容等は下記のとおりですので、貴殿におかれましては、御了知

の上、貴管内市町村（保健所を設置する市及び特別区を除く。）に周知していただ

くようお願いします。 

追って、改正後の指針に基づき、依頼事項を整理の上、通知する予定です。 

なお、風しんに関する特定感染症予防指針（平成26年厚生労働省告示第122号）

についても同時に改正することを予定しておりましたが、別紙２の「予防接種法

施行令の一部を改正する政令等の施行等について」（平成31年２月１日健発0201第

２号厚生労働省健康局長通知）において既に御連絡したとおり、風しんに係る状

況に変化があったことを踏まえ、第29回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科

会予防接種基本方針部会・第30回厚生科学審議会感染症部会（合同開催）（平成31

年１月28日開催）において当分の間改正を据え置くことが決定されていることを

申し添えます。 

 



 

記 

 

第一 改正の趣旨 

指針は、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律及び予防

接種法に基づき、麻しんに係る原因の究明、発生の予防及びまん延の防止等を

図るために定められ、少なくとも５年ごとに再検討を加え、必要があると認め

るときはこれを変更することとされており、今般、昨今の麻しんを取り巻く状

況の変化を踏まえ改正を行う。 

 

第二 主な改正内容 

１ 定期の予防接種の実施率向上に向けた対策を強化するため、 

・ 国が、都道府県を通じ、各市町村に対して、第１期及び第２期の定期接  

種率がそれぞれ95％以上となるように働きかけること（改正後の指針第三の

二の２関係） 

・ 麻しん・風しん対策会議が、予防接種率の向上策について提言を行い、  

都道府県は当該提言を踏まえ各市町村に対して働きかけること（改正後の指

針第七の三の１関係） 

２ 児童福祉施設等及び医療機関等の職員等のうち、０歳児、免疫不全者及び

妊婦等と接する機会の多い者に対し、麻しんの予防接種を受けることを強く

推奨すること（改正後の指針第三の三の１等関係） 

３ 輸入症例への対策を強化するため、海外に渡航する者及び空港職員等に対

し、麻しんの予防接種を受けることを推奨すること（改正後の指針第三の三

の２等関係） 

４ 広域感染発生時の対応を強化するため、 

・ 国が、都道府県等間での情報共有及び連携体制の方針を示し、技術的援助

の役割を積極的に果たすこと（改正後の指針第二の五関係） 

・ 各都道府県等においても都道府県等相互の連携体制をあらかじめ構築し 

ておくことが必要であること（改正後の指針第二の五関係） 

５ その他所要の改正を行う。 

 

第三 適用期日 

平成31年４月19日 

 

参考：改正後の指針全文 

https://www.mhlw.go.jp/content/000503060.pdf 
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し
ん
に
関
す
る

特
定
感
染
症
予
防
指
針
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
し
た

の
で
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
津
第
十
一
条
第
一
項
及
び
予
防
接
種
法
第
四

条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

平
成
三
十
一
年
四
月
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠

OSIWF
テキスト ボックス
別紙１
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

麻
し
ん
は
、
「
は
し
か
」
と
も
呼
ば
れ
、
高
熱
と
耳
後
部
か
ら
始
ま
り
体
の

麻
し
ん
は
、
「
は
し
か
」
と
も
呼
ば
れ
、
高
熱
と
耳
後
部
か
ら
始
ま
り
体
の

下
方
へ
と
広
が
る
赤
い
発
し
ん
を
特
徴
と
す
る
全
身
性
ウ
イ
ル
ス
感
染
疾
患
で

下
方
へ
と
広
が
る
赤
い
発
疹
を
特
徴
と
す
る
全
身
性
ウ
イ
ル
ス
感
染
疾
患
で
あ

あ
る
。
感
染
力
が
非
常
に
強
い
上
、
り
患
す
る
と
、
ま
れ
に
急
性
脳
炎
を
発
症

る
。
感
染
力
が
非
常
に
強
い
上
、
罹
患
す
る
と
、
ま
れ
に
急
性
脳
炎
を
発
症
し

し
、
精
神
発
達
遅
滞
等
の
重
篤
な
後
遺
症
が
残
る
、
又
は
、
死
亡
す
る
こ
と
が

、
精
神
発
達
遅
滞
等
の
重
篤
な
後
遺
症
が
残
る
、
又
は
、
死
亡
す
る
こ
と
が
あ

あ
る
。
さ
ら
に
、
よ
り
ま
れ
で
は
あ
る
が
、
亜
急
性
硬
化
性
全
脳
炎
と
い
う
特

る
。
さ
ら
に
、
よ
り
ま
れ
で
は
あ
る
が
、
亜
急
性
硬
化
性
全
脳
炎
と
い
う
特
殊

殊
な
脳
炎
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
脳
炎
を
発
症
し
た
場
合
に
は
、
多

な
脳
炎
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
脳
炎
を
発
症
し
た
場
合
に
は
、
多
く

く
は
知
能
障
害
や
運
動
障
害
等
が
進
行
し
た
後
、
数
年
以
内
に
死
亡
す
る
。
こ

は
知
能
障
害
や
運
動
障
害
等
が
進
行
し
た
後
、
数
年
以
内
に
死
亡
す
る
。
こ
う

う
し
た
麻
し
ん
の
感
染
力
及
び
重
篤
性
並
び
に
流
行
し
た
場
合
に
社
会
に
与
え

し
た
麻
し
ん
の
感
染
力
及
び
重
篤
性
並
び
に
流
行
し
た
場
合
に
社
会
に
与
え
る

る
影
響
等
に
鑑
み
る
と
、
行
政
関
係
者
や
医
療
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

影
響
等
に
鑑
み
る
と
、
行
政
関
係
者
や
医
療
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
国

国
民
一
人
一
人
が
、
そ
の
予
防
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
極
め
て

民
一
人
一
人
が
、
そ
の
予
防
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
極
め
て
重

重
要
で
あ
る
。

要
で
あ
る
。

我
が
国
に
お
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
か
ら
予
防
接
種
法
（
昭
和
二
十

我
が
国
に
お
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
か
ら
予
防
接
種
法
（
昭
和
二
十

三
年
法
律
第
六
十
八
号
）
に
基
づ
く
予
防
接
種
の
対
象
疾
病
に
麻
し
ん
を
位
置

三
年
法
律
第
六
十
八
号
）
に
基
づ
く
予
防
接
種
の
対
象
疾
病
に
麻
し
ん
を
位
置

づ
け
、
積
極
的
に
接
種
勧
奨
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
麻
し
ん
の
発
生
の
予
防

づ
け
、
積
極
的
に
接
種
勧
奨
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
麻
し
ん
の
発
生
の
予
防

及
び
ま
ん
延
の
防
止
に
努
め
て
き
た
。
ま
た
、
平
成
十
八
年
四
月
か
ら
は
、
麻

及
び
ま
ん
延
の
防
止
に
努
め
て
き
た
。
ま
た
、
平
成
十
八
年
四
月
か
ら
は
、
麻

し
ん
の
患
者
数
が
減
少
し
、
自
然
感
染
に
よ
る
免
疫
増
強
効
果
が
得
づ
ら
く
な

し
ん
の
患
者
数
が
減
少
し
、
自
然
感
染
に
よ
る
免
疫
増
強
効
果
が
得
づ
ら
く
な

っ
て
き
た
状
況
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ま
で
の
一
回
の
接
種
か
ら
二
回
の
接
種
へ
と

っ
て
き
た
状
況
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ま
で
の
一
回
の
接
種
か
ら
二
回
の
接
種
へ
と

移
行
し
、
よ
り
確
実
な
免
疫
の
獲
得
を
図
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
平
成
十
九
年

移
行
し
、
よ
り
確
実
な
免
疫
の
獲
得
を
図
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
平
成
十
九
年

に
十
代
及
び
二
十
代
を
中
心
と
し
た
年
齢
層
で
麻
し
ん
が
大
流
行
し
た
。
こ
の

に
十
代
及
び
二
十
代
を
中
心
と
し
た
年
齢
層
で
麻
し
ん
が
大
流
行
し
、
国
は
、

大
流
行
の
主
な
原
因
は
、
当
該
年
齢
層
の
者
の
中
に
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を

麻
し
ん
対
策
を
更
に
強
化
す
る
た
め
、
平
成
二
十
年
に
麻
し
ん
に
関
す
る
特
定

一
回
も
受
け
て
い
な
か
っ
た
者
又
は
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
一
回
は
受
け
た
が

感
染
症
予
防
指
針
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
四
十
二
号
）
を
策

免
疫
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
若
し
く
は
免
疫
が
減
衰
し
た
者
が
一
定
程
度
い
た

定
し
、
時
限
的
に
予
防
接
種
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
（
以

こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
国
は
、
麻
し
ん
対
策
を
更
に
強
化
す
る
た

下
「
定
期
の
予
防
接
種
」
と
い
う
。
）
の
対
象
者
を
拡
大
す
る
な
ど
の
施
策
を

め
、
平
成
二
十
年
に
麻
し
ん
に
関
す
る
特
定
感
染
症
予
防
指
針
（
平
成
十
九
年

推
進
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
取
組
の
結
果
、
平
成
二
十
年
に
は
一
万
千
十
三
件

厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
四
十
二
号
）
を
策
定
し
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
の
五

あ
っ
た
麻
し
ん
の
報
告
数
も
、
平
成
二
十
三
年
に
は
四
百
四
十
二
件
と
着
実
に

年
間
を
麻
し
ん
の
排
除
の
た
め
の
対
策
期
間
と
定
め
、
定
期
の
予
防
接
種
（
予

減
少
し
、
高
等
学
校
や
大
学
等
に
お
け
る
大
規
模
な
集
団
発
生
は
見
ら
れ
な
く

防
接
種
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
予
防
接
種
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の

な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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対
象
者
に
、
中
学
一
年
生
及
び
高
校
三
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
者
（
既
に
麻

し
ん
及
び
風
し
ん
に
り
患
し
た
こ
と
が
あ
る
者
又
は
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
の
予

防
接
種
を
そ
れ
ぞ
れ
二
回
ず
つ
受
け
た
こ
と
が
あ
る
者
を
除
く
。
）
を
時
限
的

に
追
加
す
る
措
置
（
以
下
「
時
限
措
置
」
と
い
う
。
）
を
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
二
回
受
け
た
こ
と
が
あ
る
者
の
割
合
が

大
き
く
上
昇
し
、
当
該
年
齢
層
に
お
け
る
麻
し
ん
の
発
生
数
の
大
幅
な
減
少
、

大
規
模
な
集
団
発
生
の
消
失
及
び
抗
体
保
有
率
の
上
昇
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
時
限
措
置
を
行
っ
た
当
初
の
目
的
は
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
た
。
当
該
年
齢
層
に

お
い
て
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
二
回
受
け
て
い
な
い
者
が
一
定
程
度
存
在
す
る

こ
と
が
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
た
が
、
時
限
措
置
を
延
長
す
る
こ
と
で
得
ら
れ

る
効
果
が
限
定
的
で
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
、
海
外
か
ら
の
輸
入
例
が
麻
し

ん
の
発
生
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
特
定
の
年
齢
層
に
限
ら
ず
全
て
の
年

齢
層
に
麻
し
ん
に
対
す
る
免
疫
を
持
た
な
い
者
（
以
下
「
感
受
性
者
」
と
い
う

。
）
が
薄
く
広
く
存
在
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
時

限
措
置
は
当
初
の
予
定
ど
お
り
平
成
二
十
四
年
度
を
も
っ
て
終
了
し
た
。
こ
う

し
た
取
組
の
結
果
、
平
成
二
十
年
に
一
万
千
十
三
件
あ
っ
た
麻
し
ん
の
報
告
数

も
、
平
成
二
十
八
年
に
は
百
六
十
五
件
と
着
実
に
減
少
し
、
高
等
学
校
や
大
学

等
に
お
け
る
大
規
模
な
集
団
発
生
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る

。
一
方
、
麻
し
ん
を
取
り
巻
く
世
界
の
状
況
に
目
を
向
け
る
と
、
平
成
二
十
四

一
方
、
麻
し
ん
を
取
り
巻
く
世
界
の
状
況
に
目
を
向
け
る
と
、
世
界
保
健
機

年
に
開
催
さ
れ
た
世
界
保
健
総
会
に
お
い
て
、
平
成
三
十
二
年
ま
で
に
世
界
六

関
西
太
平
洋
地
域
事
務
局
は
、
平
成
二
十
四
年
（
二
千
十
二
年
）
ま
で
に
麻
し

地
域
の
う
ち
五
地
域
に
お
い
て
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
の
排
除
を
達
成
す
る
こ
と

ん
の
排
除
を
達
成
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
我
が
国
を
含
め
、
世
界
保
健
機

を
目
標
に
掲
げ
、
我
が
国
を
含
め
、
世
界
保
健
機
関
西
太
平
洋
地
域
事
務
局
管

関
西
太
平
洋
地
域
事
務
局
管
内
の
各
国
は
、
目
標
の
達
成
に
向
け
た
対
策
が
求

内
の
各
国
は
、
目
標
の
達
成
に
向
け
た
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

め
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
麻
し
ん
排
除
の
定
義
は
、
平
成
二
十
年
に
は

る
。
麻
し
ん
排
除
の
定
義
は
、
遺
伝
子
検
査
技
術
の
普
及
に
よ
り
土
着
株
と
輸

「
国
外
で
感
染
し
た
者
が
国
内
で
発
症
す
る
場
合
を
除
き
、
麻
し
ん
の
診
断
例

入
株
と
の
鑑
別
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
四
年
に
世
界

が
一
年
間
に
人
口
百
万
人
当
た
り
一
例
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、
ウ
イ
ル
ス
の
伝

保
健
機
関
西
太
平
洋
地
域
事
務
局
よ
り
新
た
な
定
義
と
し
て
「
適
切
な
サ
ー
ベ

播
が
継
続
し
な
い
状
態
に
あ
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
遺
伝
子
検
査
技
術

イ
ラ
ン
ス
制
度
の
下
、
土
着
性
の
感
染
伝
播
が
一
年
以
上
確
認
さ
れ
な
い
こ
と

の
普
及
に
よ
り
土
着
株
と
輸
入
株
と
の
鑑
別
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
等
を
踏
ま

」
が
示
さ
れ
、
ま
た
、
麻
し
ん
排
除
達
成
の
認
定
基
準
と
し
て
「
適
切
な
サ
ー

え
、
平
成
二
十
四
年
に
世
界
保
健
機
関
西
太
平
洋
地
域
事
務
局
よ
り
新
た
な
定

ベ
イ
ラ
ン
ス
制
度
の
下
、
土
着
性
の
感
染
伝
播
が
三
年
間
確
認
さ
れ
ず
、
ま
た

義
と
し
て
「
適
切
な
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
制
度
の
下
、
土
着
株
に
よ
る
感
染
が
一

遺
伝
子
型
解
析
に
よ
り
、
そ
の
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
こ
と
」
が
示
さ
れ
た
。

年
以
上
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
」
が
示
さ
れ
、
ま
た
、
麻
し
ん
排
除
達
成
の
認
定
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基
準
と
し
て
「
適
切
な
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
制
度
の
下
、
土
着
株
に
よ
る
感
染
が

三
年
間
確
認
さ
れ
ず
、
ま
た
遺
伝
子
型
解
析
に
よ
り
、
そ
の
こ
と
が
示
唆
さ
れ

る
こ
と
」
が
示
さ
れ
た
。
世
界
保
健
機
関
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
に
、
西
太

平
洋
地
域
の
三
十
七
の
国
及
び
地
域
の
う
ち
、
我
が
国
を
含
め
既
に
三
十
二
の

国
及
び
地
域
で
土
着
株
の
流
行
が
無
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
表

明
し
て
お
り
、
同
機
関
に
よ
る
排
除
認
定
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

我
が
国
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
七
年
に
世
界
保
健
機
関
に
よ
る
麻
し
ん
排

除
達
成
の
認
定
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
後
も
散
発
的
に
海
外
か
ら

の
輸
入
例
を
契
機
と
す
る
麻
し
ん
の
集
団
発
生
事
例
が
起
き
て
い
る
。
ま
た
、

成
人
が
麻
し
ん
の
発
症
例
の
多
く
を
占
め
て
い
る
と
と
も
に
、
修
飾
麻
し
ん
（

高
熱
、
発
し
ん
等
の
典
型
的
な
麻
し
ん
の
症
状
を
伴
わ
な
い
軽
症
の
麻
し
ん
を

い
う
。
）
の
患
者
数
が
一
定
の
割
合
で
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

本
指
針
は
、
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
排
除
状
態
を
維
持
す
る

本
指
針
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
に
麻
し
ん
の

こ
と
を
目
標
と
し
、
そ
の
た
め
に
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療
関
係
者
、
教

排
除
を
達
成
し
、
世
界
保
健
機
関
に
よ
る
麻
し
ん
排
除
達
成
の
認
定
を
受
け
、

育
関
係
者
等
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
施
策
に
つ
い
て
の
新
た
な
方

か
つ
、
そ
の
後
も
排
除
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
そ
の
た
め
に
、

向
性
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

国
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療
関
係
者
、
教
育
関
係
者
等
が
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
べ
き
施
策
に
つ
い
て
の
新
た
な
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
略
）

（
略
）

第
一

目
標

第
一

目
標

平
成
二
十
七
年
に
世
界
保
健
機
関
に
よ
る
麻
し
ん
排
除
達
成
の
認
定
を
受

平
成
二
十
七
年
度
ま
で
に
麻
し
ん
の
排
除
を
達
成
し
、
世
界
保
健
機
関
に

け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
引
き
続
き
麻
し
ん
の
排
除
の
状
態
を
維
持
す
る
こ

よ
る
麻
し
ん
の
排
除
の
認
定
を
受
け
、
か
つ
、
そ
の
後
も
麻
し
ん
の
排
除
の

と
を
目
標
と
す
る
。

状
態
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

第
二

原
因
の
究
明

第
二

原
因
の
究
明

一

（
略
）

一

（
略
）

二

麻
し
ん
の
発
生
動
向
の
調
査
及
び
対
策
の
実
施

二

麻
し
ん
の
発
生
動
向
の
調
査
及
び
対
策
の
実
施

麻
し
ん
の
発
生
動
向
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染

麻
し
ん
の
発
生
動
向
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染

症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号

症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号

。
以
下
「
感
染
症
法
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
く
医
師
の

。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
に
基
づ
く
医
師
の
届
出
に
よ
り
、

届
出
に
よ
り
、
国
内
で
発
生
し
た
全
て
の
症
例
を
把
握
す
る
も
の
と
す
る

国
内
で
発
生
し
た
す
べ
て
の
症
例
を
把
握
す
る
も
の
と
す
る
。
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。
三

麻
し
ん
の
届
出

三

麻
し
ん
の
届
出
基
準

麻
し
ん
を
診
断
し
た
医
師
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
法
第
十
二
条

麻
し
ん
を
診
断
し
た
医
師
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
法
第
十
二
条
に
基
づ

に
基
づ
き
、
診
断
後
直
ち
に
届
出
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

き
、
診
断
後
七
日
以
内
に
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
迅
速
な
行
政
対

ま
た
、
我
が
国
に
お
け
る
麻
し
ん
の
患
者
の
発
生
数
が
大
幅
に
減
少
し
た

応
を
行
う
必
要
性
に
鑑
み
、
可
能
な
限
り
二
十
四
時
間
以
内
に
届
出
を
行

こ
と
を
踏
ま
え
、
風
し
ん
等
の
類
似
の
症
状
を
呈
す
る
疾
病
と
正
確
に
見

う
こ
と
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
我
が
国
に
お
け
る
麻
し
ん
患
者

分
け
る
た
め
に
は
、
病
原
体
を
確
認
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

の
発
生
数
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
風
し
ん
等
の
類
似
の
症

ら
、
原
則
と
し
て
全
例
に
ウ
イ
ル
ス
遺
伝
子
検
査
の
実
施
を
求
め
る
も
の

状
を
呈
す
る
疾
病
と
正
確
に
見
分
け
る
た
め
に
は
、
病
原
体
を
確
認
す
る

と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
迅
速
な
行
政
対
応
を
行
う
た
め
、
医
師
に
対

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
則
と
し
て
全
例
に
検
査
の
実
施
を

し
、
臨
床
診
断
を
し
た
時
点
で
臨
床
診
断
例
と
し
て
届
出
を
し
、
血
清
中

求
め
る
も
の
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
迅
速
な
行
政
対
応
を
行
う
た
め

の
抗
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
Ｉ
ｇ
Ｍ
抗
体
検
査
等
の
血
清
抗
体
価
の
測
定
を
実

、
臨
床
診
断
を
し
た
時
点
で
ま
ず
臨
床
診
断
例
と
し
て
届
出
を
行
う
と
と

施
す
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
等
が
設
置
す
る
地
方
衛
生
研
究
所
に
お
い

も
に
、
血
清
Ｉ
ｇ
Ｍ
抗
体
検
査
等
の
血
清
抗
体
価
の
測
定
の
実
施
と
、
都

て
ウ
イ
ル
ス
遺
伝
子
検
査
等
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
患
者
の
検
体
を

道
府
県
等
が
設
置
す
る
地
方
衛
生
研
究
所
で
の
ウ
イ
ル
ス
遺
伝
子
検
査
等

当
該
地
方
衛
生
研
究
所
等
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。
臨

の
実
施
の
た
め
の
検
体
の
提
出
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。
臨
床
症
状
と
こ

床
症
状
と
こ
れ
ら
の
検
査
結
果
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
結
果
、
麻
し
ん
と

れ
ら
の
検
査
結
果
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
結
果
、
麻
し
ん
と
判
断
さ
れ
た

判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
麻
し
ん
（
検
査
診
断
例
）
へ
の
届
出
の
変
更
を
求

場
合
は
、
麻
し
ん
（
検
査
診
断
例
）
へ
の
届
出
の
変
更
を
求
め
る
こ
と
と

め
る
こ
と
と
し
、
麻
し
ん
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
届
出
を
取

し
、
麻
し
ん
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
届
出
を
取
り
下
げ
る
こ

り
下
げ
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
都
道
府
県
等
は
、
届
出

と
を
求
め
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
都
道
府
県
等
は
、
届
出
が
取
り
下
げ

が
取
り
下
げ
ら
れ
た
場
合
は
、
そ
の
旨
を
記
録
し
、
国
に
報
告
す
る
も
の

ら
れ
た
場
合
は
、
そ
の
旨
を
記
録
し
、
国
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

と
す
る
。

四

日
本
医
師
会
と
の
協
力

四

日
本
医
師
会
と
の
協
力

国
は
、
日
本
医
師
会
を
通
じ
て
、
医
師
に
対
し
、
麻
し
ん
を
臨
床
で
診

国
は
、
日
本
医
師
会
を
通
じ
て
、
医
師
に
対
し
、
麻
し
ん
を
臨
床
で
診

断
し
た
場
合
に
は
、
三
に
規
定
す
る
内
容
に
即
し
た
対
応
を
行
う
よ
う
依

断
し
た
場
合
に
は
、
「
三

麻
し
ん
の
届
出
基
準
」
に
即
し
た
対
応
を
行

頼
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
麻
し
ん
の
診
断
例
の
届
出
に
際
し
て
、
患

う
よ
う
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
麻
し
ん
の
診
断
例
の
届
出
に
際

者
の
予
防
接
種
歴
を
併
せ
て
報
告
す
る
よ
う
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。

し
て
、
患
者
の
予
防
接
種
歴
も
併
せ
て
報
告
す
る
よ
う
依
頼
す
る
も
の
と

す
る
。

五

麻
し
ん
発
生
時
の
迅
速
な
対
応

五

麻
し
ん
発
生
時
の
迅
速
な
対
応

都
道
府
県
等
は
、
麻
し
ん
の
患
者
が
一
例
で
も
発
生
し
た
場
合
に
感
染

都
道
府
県
等
は
、
麻
し
ん
の
患
者
が
一
例
で
も
発
生
し
た
場
合
に
法
第

症
法
第
十
五
条
に
規
定
す
る
感
染
経
路
の
把
握
等
の
調
査
（
以
下
「
積
極

十
五
条
に
規
定
す
る
感
染
経
路
の
把
握
等
の
調
査
を
迅
速
に
実
施
す
る
よ

的
疫
学
調
査
」
と
い
う
。
）
及
び
ま
ん
延
防
止
策
を
迅
速
に
実
施
す
る
よ

う
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
普
段
か
ら
医
療
機
関
等
の
関
係
機
関
と

う
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
普
段
か
ら
医
療
機
関
等
の
関
係
機
関
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
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の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
た
め
、
国
は
、
国

ま
た
、
国
は
、
国
立
感
染
症
研
究
所
に
お
い
て
、
当
該
調
査
の
実
務
上

立
感
染
症
研
究
所
に
お
い
て
、
当
該
調
査
及
び
ま
ん
延
防
止
策
の
実
務
上

の
手
順
等
を
示
し
た
手
引
き
の
作
成
や
職
員
の
派
遣
要
請
に
応
え
ら
れ
る

の
手
順
等
を
示
し
た
手
引
き
の
作
成
並
び
に
職
員
の
派
遣
要
請
に
応
え
ら

人
材
の
養
成
を
行
う
も
の
と
す
る
。

れ
る
人
材
の
養
成
を
行
う
と
と
も
に
、
医
療
機
関
内
で
麻
し
ん
が
発
生
し

た
場
合
の
対
応
の
手
順
等
を
示
し
た
手
引
き
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
国
は
、
複
数
の
都
道
府
県
等
に
ま
た
が
っ
て
広
域
的
に
感
染
症

が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
都
道
府
県
等
間
で
の
情
報
共
有
及
び
連
携
体

制
の
方
針
を
示
し
、
技
術
的
援
助
の
役
割
を
積
極
的
に
果
た
す
と
と
も
に

、
各
都
道
府
県
等
に
お
い
て
も
都
道
府
県
等
相
互
の
連
携
体
制
を
あ
ら
か

じ
め
構
築
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

六

ウ
イ
ル
ス
遺
伝
子
検
査
等
の
実
施

六

ウ
イ
ル
ス
遺
伝
子
検
査
等
の
実
施

都
道
府
県
等
は
、
医
師
か
ら
検
体
が
提
出
さ
れ
た
場
合
は
、
都
道
府
県

都
道
府
県
等
は
、
医
師
か
ら
検
体
が
提
出
さ
れ
た
場
合
は
、
都
道
府
県

等
が
設
置
す
る
地
方
衛
生
研
究
所
に
お
い
て
、
原
則
と
し
て
全
例
に
ウ
イ

等
が
設
置
す
る
地
方
衛
生
研
究
所
に
お
い
て
、
原
則
と
し
て
全
例
に
ウ
イ

ル
ス
遺
伝
子
検
査
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
の
記
録
を
保
存

ル
ス
遺
伝
子
検
査
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
の
記
録
を
保
存

す
る
こ
と
と
す
る
。
検
査
の
結
果
、
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
た
場

す
る
こ
と
と
す
る
。
検
査
の
結
果
、
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
た
場

合
は
、
可
能
な
限
り
、
地
方
衛
生
研
究
所
に
お
い
て
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
の

合
は
、
可
能
な
限
り
、
地
方
衛
生
研
究
所
に
お
い
て
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
の

遺
伝
子
配
列
の
解
析
を
実
施
し
、
国
に
報
告
す
る
又
は
国
立
感
染
症
研
究

遺
伝
子
配
列
の
解
析
を
実
施
す
る
、
又
は
国
立
感
染
症
研
究
所
に
検
体
を

所
に
検
体
を
送
付
し
、
同
研
究
所
が
遺
伝
子
配
列
の
解
析
を
実
施
す
る
こ

送
付
し
、
同
研
究
所
が
遺
伝
子
配
列
の
解
析
を
実
施
す
る
こ
と
と
す
る
。

と
と
す
る
。
国
立
感
染
症
研
究
所
は
、
解
析
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子

国
立
感
染
症
研
究
所
は
、
解
析
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
情
報
を
適
切

情
報
を
適
切
に
管
理
し
、
流
行
状
況
の
把
握
や
感
染
伝
播
の
制
御
等
に
役

に
管
理
し
、
流
行
状
況
の
把
握
や
感
染
伝
播
の
制
御
等
に
役
立
て
る
こ
と

立
て
る
こ
と
と
す
る
。

と
す
る
。

第
三

発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止

第
三

発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止

（
削
る
）

一

五
年
間
実
施
し
た
時
限
措
置
の
終
了
と
総
括

平
成
十
九
年
に
、
十
代
及
び
二
十
代
の
年
齢
層
を
中
心
と
し
て
麻
し
ん

が
流
行
し
た
主
な
原
因
は
、
当
該
年
齢
層
の
者
が
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種

を
一
回
も
受
け
て
い
な
か
っ
た
、
又
は
一
回
は
受
け
た
も
の
の
免
疫
を
獲

得
で
き
な
か
っ
た
若
し
く
は
免
疫
が
減
衰
し
た
者
が
一
定
程
度
い
た
か
ら

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
国
は
、
平
成
二
十
年
度
か
ら

の
五
年
間
を
麻
し
ん
の
排
除
の
た
め
の
対
策
期
間
と
定
め
、
定
期
の
予
防

接
種
の
対
象
者
に
、
中
学
一
年
生
と
高
校
三
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
者
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（
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
に
既
に
罹
患
し
た
こ
と
が
確
実
な
者
及
び
そ
れ
ぞ

れ
の
予
防
接
種
を
二
回
接
種
し
た
者
を
除
く
。
）
を
時
限
的
に
追
加
す
る

措
置
（
以
下
「
時
限
措
置
」
と
い
う
。
）
を
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
二
回
接
種
し
た
者
の
割
合
が
大
き

く
上
昇
し
、
当
該
年
齢
層
の
麻
し
ん
発
生
数
の
大
幅
な
減
少
と
大
規
模
な

集
団
発
生
の
消
失
、
抗
体
保
有
率
の
上
昇
を
認
め
た
こ
と
か
ら
、
時
限
措

置
を
行
っ
た
当
初
の
目
的
は
ほ
ぼ
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ

る
。
一
定
程
度
の
未
接
種
の
者
の
存
在
が
課
題
と
し
て
残
る
が
、
時
限
措

置
を
延
長
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
効
果
が
限
定
的
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
や

、
海
外
か
ら
の
麻
し
ん
の
輸
入
例
が
中
心
と
な
り
つ
つ
あ
る
現
状
及
び
特

定
の
年
齢
層
に
限
ら
ず
全
て
の
年
齢
層
に
感
受
性
者
が
薄
く
広
く
存
在
す

る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
時
限
措
置
は
当
初
の
予

定
ど
お
り
平
成
二
十
四
年
度
を
も
っ
て
終
了
し
、
今
後
は
、
麻
し
ん
患
者

が
一
例
で
も
発
生
し
た
場
合
に
、
積
極
的
疫
学
調
査
の
実
施
や
、
周
囲
の

感
受
性
者
に
対
し
て
予
防
接
種
を
推
奨
す
る
こ
と
も
含
め
た
対
応
を
強
化

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

一

基
本
的
考
え
方

二

基
本
的
考
え
方

感
染
力
が
非
常
に
強
い
麻
し
ん
の
対
策
と
し
て
最
も
有
効
な
の
は
、
そ

感
染
力
が
非
常
に
強
い
麻
し
ん
の
対
策
と
し
て
、
最
も
有
効
な
の
は
、

の
発
生
の
予
防
で
あ
る
。
ま
た
、
感
染
者
は
発
症
前
か
ら
ウ
イ
ル
ス
を
排

そ
の
発
生
の
予
防
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
定
期
の
予
防
接
種
に
よ
り
対
象

出
す
る
こ
と
か
ら
、
発
生
の
予
防
に
最
も
有
効
な
対
策
は
、
予
防
接
種
に

者
の
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
二
回
の
接
種
を
完
了
す
る
こ
と
が
重
要

よ
り
感
受
性
者
が
麻
し
ん
へ
の
免
疫
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た

で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
、
未
接
種
の
者
や
一
回
し
か
接
種
し
て
い
な

め
、
定
期
の
予
防
接
種
に
よ
り
対
象
者
の
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
二

い
者
に
対
し
て
は
、
引
き
続
き
、
幅
広
く
麻
し
ん
の
性
質
等
を
伝
え
、
必

回
の
接
種
を
完
了
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
未
接
種
の
者
及
び
一
回
し

要
に
応
じ
、
予
防
接
種
を
受
け
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

か
接
種
し
て
い
な
い
者
に
対
し
て
、
幅
広
く
麻
し
ん
の
性
質
等
を
伝
え
、

。

麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

二

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
予
防
接
種
の
一
層
の
充
実

三

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
予
防
接
種
の
一
層
の
充
実

１

国
は
、
定
期
の
予
防
接
種
を
生
後
十
二
月
か
ら
生
後
二
十
四
月
に
至

１

国
は
、
引
き
続
き
、
定
期
の
予
防
接
種
を
生
後
十
二
月
か
ら
生
後
二

る
ま
で
の
間
（
以
下
「
第
一
期
」
と
い
う
。
）
に
あ
る
者
及
び
小
学
校

十
四
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者
及
び
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す

就
学
の
始
期
に
達
す
る
日
の
一
年
前
の
日
か
ら
当
該
始
期
に
達
す
る
日

る
日
の
一
年
前
の
日
か
ら
当
該
始
期
に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
の
間
に

の
前
日
ま
で
の
間
（
以
下
「
第
二
期
」
と
い
う
。
）
に
あ
る
五
歳
以
上

あ
る
５
歳
以
上
七
歳
未
満
の
者
に
対
し
行
う
も
の
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

七
歳
未
満
の
者
に
対
し
行
う
も
の
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
接
種
率
が
九
十

接
種
率
が
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
な
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
ま
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五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
な
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
ま
た
、
少
し
で
も

た
、
少
し
で
も
早
い
免
疫
の
獲
得
を
図
る
と
と
も
に
、
複
数
回
の
接
種

早
い
免
疫
の
獲
得
を
図
る
と
と
も
に
、
複
数
回
の
接
種
勧
奨
を
行
う
時

勧
奨
を
行
う
時
間
的
な
余
裕
を
残
す
た
め
、
定
期
の
予
防
接
種
の
対
象

間
的
な
余
裕
を
残
す
た
め
、
定
期
の
予
防
接
種
の
対
象
者
と
な
っ
て
か

者
と
な
っ
て
か
ら
の
初
め
の
三
月
の
間
に
、
特
に
積
極
的
な
勧
奨
を
行

ら
の
初
め
の
三
月
の
間
に
、
特
に
積
極
的
な
勧
奨
を
行
う
も
の
と
す
る

う
も
の
と
す
る
。

。
２

国
は
、
都
道
府
県
を
通
じ
、
定
期
の
予
防
接
種
の
実
施
主
体
で
あ
る

２

国
は
、
定
期
の
予
防
接
種
の
実
施
主
体
で
あ
る
市
町
村
に
対
し
、
確

市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
対
し
、
確
実
に
予
防
接

実
に
予
防
接
種
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
積
極
的
に
協
力
を
求
め
て
い
く
必

種
が
行
わ
れ
、
各
市
町
村
に
お
け
る
第
一
期
に
接
種
し
た
者
及
び
第
二

要
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
市
町
村
に
対
し
、
母
子
保
健
法
（
昭
和
四

期
に
接
種
し
た
者
の
割
合
が
そ
れ
ぞ
れ
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
な

十
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
健

る
よ
う
、
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

康
診
査
及
び
学
校
保
健
安
全
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
五
十
六
号
）

市
町
村
に
対
し
、
母
子
保
健
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）

第
十
一
条
に
規
定
す
る
健
康
診
断
（
以
下
「
就
学
時
健
診
」
と
い
う
。

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
健
康
診
査
及
び
学
校
保
健
安
全

）
の
機
会
を
利
用
し
て
、
当
該
健
康
診
査
及
び
就
学
時
健
診
の
受
診
者

法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
五
十
六
号
）
第
十
一
条
に
規
定
す
る
健
康

の
罹
患
歴
及
び
予
防
接
種
歴
を
確
認
し
、
未
罹
患
で
あ
り
、
か
つ
、
麻

診
断
（
以
下
「
就
学
時
健
診
」
と
い
う
。
）
の
機
会
を
利
用
し
て
、
当

し
ん
の
予
防
接
種
を
必
要
回
数
で
あ
る
二
回
接
種
し
て
い
な
い
者
に
接

該
健
康
診
査
及
び
就
学
時
健
診
の
受
診
者
の
麻
し
ん
の
り
患
歴
（
過
去

種
勧
奨
を
行
う
よ
う
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
定
期
の
予
防
接

に
検
査
診
断
で
確
定
し
た
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
予
防
接

種
の
受
け
忘
れ
等
が
な
い
よ
う
、
定
期
の
予
防
接
種
の
対
象
者
に
つ
い

種
歴
（
母
子
健
康
手
帳
、
予
防
接
種
済
証
等
の
記
録
に
基
づ
く
も
の
に

て
、
未
接
種
の
者
を
把
握
し
、
再
度
の
接
種
勧
奨
を
行
う
よ
う
依
頼
す

限
る
。
以
下
同
じ
。
）
を
確
認
し
、
麻
し
ん
に
未
り
患
又
は
麻
し
ん
の

る
も
の
と
す
る
。

り
患
歴
が
不
明
で
あ
り
、
か
つ
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
必
要
回
数
（

現
行
の
定
期
の
予
防
接
種
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
回
数
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
で
あ
る
二
回
受
け
て
い
な
い
又
は
麻
し
ん
の
予
防
接
種
歴

が
不
明
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
勧
奨
す

る
よ
う
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
定
期
の
予
防
接
種
の
受
け
忘

れ
等
が
な
い
よ
う
、
定
期
の
予
防
接
種
の
対
象
者
に
つ
い
て
、
未
接
種

の
者
を
把
握
し
、
再
度
の
接
種
勧
奨
を
行
う
よ
う
依
頼
す
る
も
の
と
す

る
。

３

厚
生
労
働
省
は
、
文
部
科
学
省
に
協
力
を
求
め
、
学
校
等
の
設
置
者

３

厚
生
労
働
省
は
、
文
部
科
学
省
に
協
力
を
求
め
、
就
学
時
健
診
の
機

に
対
し
、
就
学
時
健
診
の
機
会
を
利
用
し
、
定
期
の
予
防
接
種
の
対
象

会
を
利
用
し
、
定
期
の
予
防
接
種
の
対
象
者
の
罹
患
歴
及
び
予
防
接
種

者
の
麻
し
ん
の
り
患
歴
及
び
予
防
接
種
歴
を
確
認
し
、
麻
し
ん
に
未
り

歴
を
、
原
則
と
し
て
母
子
健
康
手
帳
や
予
防
接
種
済
証
を
も
っ
て
確
認

患
又
は
麻
し
ん
の
り
患
歴
が
不
明
で
あ
り
、
か
つ
、
麻
し
ん
の
予
防
接

し
、
未
罹
患
で
あ
り
、
か
つ
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
必
要
回
数
で
あ

種
を
必
要
回
数
で
あ
る
二
回
受
け
て
い
な
い
又
は
麻
し
ん
の
予
防
接
種

る
二
回
接
種
し
て
い
な
い
者
に
接
種
勧
奨
を
行
う
も
の
と
す
る
。
ま
た
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歴
が
不
明
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
勧
奨

、
当
該
接
種
勧
奨
後
に
、
定
期
の
予
防
接
種
を
受
け
た
か
ど
う
か
の
確

す
る
よ
う
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
当
該
接
種
勧
奨
後
に
、
定

認
を
行
い
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
再
度
の
接
種
勧
奨
を
行
う
も
の
と
す
る

期
の
予
防
接
種
を
受
け
た
か
ど
う
か
の
確
認
を
行
い
、
必
要
が
あ
れ
ば

。

、
再
度
の
接
種
勧
奨
を
行
う
よ
う
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）

（
削
る
）

５

国
は
、
平
成
十
九
年
の
麻
し
ん
流
行
時
に
ワ
ク
チ
ン
や
検
査
キ
ッ
ト

の
確
保
が
困
難
と
な
っ
た
事
例
に
鑑
み
、
定
期
の
予
防
接
種
に
必
要
と

な
る
ワ
ク
チ
ン
及
び
試
薬
類
の
生
産
に
つ
い
て
、
製
造
販
売
業
者
と
引

き
続
き
連
携
を
図
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
麻
し
ん
の
接
種
に
用
い
る

ワ
ク
チ
ン
は
、
風
し
ん
対
策
の
観
点
も
考
慮
し
、
原
則
と
し
て
、
麻
し

ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
と
す
る
も
の
と
す
る
。

三

予
防
接
種
法
に
基
づ
か
な
い
予
防
接
種
の
推
奨

四

予
防
接
種
法
に
基
づ
か
な
い
予
防
接
種
の
推
奨

１

医
療
機
関
、
児
童
福
祉
施
設
等
及
び
学
校
等
（
幼
稚
園
、
小
学
校
、

１

医
療
関
係
者
、
児
童
福
祉
施
設
等
の
職
員
、
学
校
等
（
幼
稚
園
、
小

中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
、
特
別
支
援

学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
、
特

学
校
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
を
い
う
。

別
支
援
学
校
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
を

以
下
同
じ
。
）
の
職
員
等
は
、
乳
幼
児
、
児
童
、
体
力
の
弱
い
者
等
の

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
職
員
等
は
、
幼
児
、
児
童
、
体
力
の
弱
い
者

麻
し
ん
に
り
患
す
る
と
重
症
化
し
や
す
い
者
と
接
す
る
機
会
が
多
い
こ

等
の
麻
し
ん
に
罹
患
す
る
と
重
症
化
し
や
す
い
者
と
接
す
る
機
会
が
多

と
か
ら
、
本
人
が
麻
し
ん
を
発
症
す
る
と
、
集
団
発
生
又
は
患
者
の
重

い
こ
と
か
ら
、
本
人
が
麻
し
ん
を
発
症
す
る
と
、
多
数
の
者
に
感
染
を

症
化
等
の
問
題
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
た
め
、
医
療
機

引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
た
め
、
麻
し
ん
の
排
除

関
、
児
童
福
祉
施
設
等
及
び
学
校
等
の
職
員
等
の
う
ち
、
麻
し
ん
に
未

を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
医
療
関
係
者
、
児
童
福
祉
施
設
等
の
職
員
、

り
患
又
は
麻
し
ん
の
り
患
歴
が
不
明
で
あ
り
、
か
つ
、
麻
し
ん
の
予
防

学
校
等
の
職
員
等
に
対
し
、
予
防
接
種
の
推
奨
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

接
種
を
必
要
回
数
で
あ
る
二
回
受
け
て
い
な
い
又
は
麻
し
ん
の
予
防
接

種
歴
が
不
明
で
あ
る
者
に
対
し
て
は
、
当
該
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

を
強
く
推
奨
す
る
必
要
が
あ
る
。

と
り
わ
け
、
医
療
機
関
及
び
児
童
福
祉
施
設
等
の
職
員
等
の
う
ち
、

特
に
定
期
の
予
防
接
種
の
対
象
と
な
る
前
で
あ
り
抗
体
を
保
有
し
な
い

零
歳
児
、
免
疫
不
全
者
及
び
妊
婦
等
と
接
す
る
機
会
が
多
い
者
に
対
し

て
は
、
当
該
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
強
く
推
奨
す
る
必
要
が
あ
る

。
２

海
外
に
渡
航
す
る
者
は
、
海
外
で
麻
し
ん
に
り
患
し
た
者
と
接
す
る

（
新
設
）

機
会
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
人
が
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
帰
国
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す
る
と
、
我
が
国
に
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
が
流
入
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
海
外
か
ら
の
渡
航
者
と
接
す
る
機
会
が
多
い
空
港
職
員
等
は
、

麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
可
能
性
が
比
較
的
高
く
、
本
人
が
麻
し

ん
を
発
症
す
る
と
、
我
が
国
で
感
染
が
拡
大
す
る
可
能
性
及
び
海
外
へ

流
出
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
海
外
に
渡
航
す
る
者
及
び

空
港
職
員
等
の
う
ち
、
麻
し
ん
に
未
り
患
又
は
麻
し
ん
の
り
患
歴
が
不

明
で
あ
り
、
か
つ
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
必
要
回
数
で
あ
る
二
回
受

け
て
い
な
い
又
は
麻
し
ん
の
予
防
接
種
歴
が
不
明
で
あ
る
者
に
対
し
て

は
、
当
該
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
推
奨
す
る
必
要
が
あ
る
。

３

厚
生
労
働
省
は
、
麻
し
ん
の
大
規
模
な
流
行
を
防
止
す
る
観
点
か
ら

（
新
設
）

、
事
業
者
団
体
に
対
し
、
雇
入
れ
時
等
の
様
々
な
機
会
を
利
用
し
、
主

と
し
て
業
務
に
よ
り
海
外
に
渡
航
す
る
者
に
つ
い
て
、
麻
し
ん
の
り
患

歴
及
び
予
防
接
種
歴
を
確
認
し
、
麻
し
ん
に
未
り
患
又
は
麻
し
ん
の
り

患
歴
が
不
明
で
あ
り
、
か
つ
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
必
要
回
数
で
あ

る
二
回
受
け
て
い
な
い
又
は
麻
し
ん
の
予
防
接
種
歴
が
不
明
で
あ
る
場

合
に
は
、
当
該
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
推
奨
す
る
よ
う
協
力
を
依

頼
す
る
も
の
と
す
る
。

４

厚
生
労
働
省
は
、
日
本
医
師
会
等
の
関
係
団
体
に
協
力
を
求
め
、
医

２

厚
生
労
働
省
は
、
日
本
医
師
会
等
の
関
係
団
体
に
協
力
を
求
め
、
医

療
機
関
の
職
員
等
に
対
し
、
自
ら
の
麻
し
ん
の
り
患
歴
及
び
予
防
接
種

療
関
係
者
の
罹
患
歴
及
び
予
防
接
種
歴
の
確
認
並
び
に
未
罹
患
で
あ
り

歴
を
確
認
し
、
麻
し
ん
に
未
り
患
又
は
麻
し
ん
の
り
患
歴
が
不
明
で
あ

、
か
つ
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
必
要
回
数
で
あ
る
二
回
接
種
し
て
い

り
、
か
つ
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
必
要
回
数
で
あ
る
二
回
受
け
て
い

な
い
者
に
対
す
る
予
防
接
種
を
推
奨
す
る
も
の
と
す
る
。

な
い
又
は
麻
し
ん
の
予
防
接
種
歴
が
不
明
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
予

防
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
強
く
推
奨
す
る
も
の
と
す
る
。
特
に
定
期
の

予
防
接
種
の
対
象
と
な
る
前
で
あ
り
抗
体
を
保
有
し
な
い
零
歳
児
、
免

疫
不
全
者
及
び
妊
婦
等
と
接
す
る
機
会
が
多
い
者
に
対
し
て
は
、
当
該

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
強
く
推
奨
す
る
も
の
と
す
る
。

５

厚
生
労
働
省
は
、
児
童
福
祉
施
設
等
の
管
理
者
に
対
し
、
児
童
福
祉

３

厚
生
労
働
省
は
、
児
童
福
祉
施
設
等
に
お
い
て
行
わ
れ
る
労
働
安
全

施
設
等
に
お
い
て
行
わ
れ
る
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律

衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
六
十
六
条
に
規
定
す

第
五
十
七
号
）
第
六
十
六
条
に
規
定
す
る
健
康
診
断
の
機
会
等
を
利
用

る
健
康
診
断
の
機
会
を
利
用
し
て
、
当
該
施
設
等
の
職
員
の
罹
患
歴
及

し
て
、
当
該
施
設
等
の
職
員
の
麻
し
ん
の
り
患
歴
及
び
予
防
接
種
歴
を

び
予
防
接
種
歴
の
確
認
並
び
に
未
罹
患
で
あ
り
、
か
つ
、
麻
し
ん
の
予

確
認
し
、
麻
し
ん
に
未
り
患
又
は
麻
し
ん
の
り
患
歴
が
不
明
で
あ
り
、

防
接
種
を
必
要
回
数
で
あ
る
二
回
接
種
し
て
い
な
い
者
に
対
す
る
予
防
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か
つ
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
必
要
回
数
で
あ
る
二
回
受
け
て
い
な
い

接
種
を
推
奨
す
る
も
の
と
す
る
。

又
は
麻
し
ん
の
予
防
接
種
歴
が
不
明
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
を
強
く
推
奨
す
る
よ
う
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。
特

に
定
期
の
予
防
接
種
の
対
象
と
な
る
前
で
あ
り
抗
体
を
保
有
し
な
い
零

歳
児
と
接
す
る
機
会
が
多
い
者
に
対
し
て
は
、
当
該
予
防
接
種
を
受
け

る
こ
と
を
強
く
推
奨
す
る
よ
う
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。

６

厚
生
労
働
省
は
、
文
部
科
学
省
に
協
力
を
求
め
、
学
校
等
の
設
置
者

４

厚
生
労
働
省
は
、
文
部
科
学
省
に
協
力
を
求
め
、
母
子
保
健
法
第
十

に
対
し
、
母
子
保
健
法
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
健
康
診

二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
健
康
診
査
並
び
に
学
校
保
健
安
全
法

査
並
び
に
学
校
保
健
安
全
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
生
徒

第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
生
徒
等
の
健
康
診
断
及
び
同
法
第

等
の
健
康
診
断
及
び
同
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
の
健
康

十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
の
健
康
診
断
等
の
機
会
を
利
用
し
て

診
断
等
の
機
会
を
利
用
し
て
、
学
校
等
の
児
童
生
徒
等
及
び
職
員
の
麻

、
学
校
の
児
童
生
徒
等
や
職
員
の
罹
患
歴
及
び
予
防
接
種
歴
の
確
認
並

し
ん
の
り
患
歴
及
び
予
防
接
種
歴
を
確
認
し
、
麻
し
ん
に
未
り
患
又
は

び
に
未
罹
患
で
あ
り
、
か
つ
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
必
要
回
数
で
あ

麻
し
ん
の
り
患
歴
が
不
明
で
あ
り
、
か
つ
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
必

る
二
回
接
種
し
て
い
な
い
者
に
対
す
る
予
防
接
種
を
推
奨
し
、
学
校
の

要
回
数
で
あ
る
二
回
受
け
て
い
な
い
又
は
麻
し
ん
の
予
防
接
種
歴
が
不

管
理
者
に
対
し
、
推
奨
を
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
医
療
・
福

明
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
強
く
推
奨
す

祉
・
教
育
に
係
る
大
学
及
び
専
修
学
校
の
学
生
及
び
生
徒
に
対
し
麻
し

る
よ
う
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
医
療
・
福
祉
・
教
育
に
係
る

ん
に
罹
患
す
る
と
重
症
化
し
や
す
い
者
と
接
す
る
可
能
性
が
あ
る
実
習

大
学
並
び
に
専
修
学
校
の
学
生
及
び
生
徒
に
対
し
、
幼
児
、
児
童
、
体

が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
当
該
学
生
及
び
生
徒
の
罹
患
歴
及
び
予
防
接

力
の
弱
い
者
等
の
麻
し
ん
に
り
患
す
る
と
重
症
化
し
や
す
い
者
と
接
す

種
歴
の
確
認
並
び
に
未
罹
患
で
あ
り
、
か
つ
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を

る
機
会
が
多
い
こ
と
を
説
明
し
、
当
該
学
生
並
び
に
生
徒
の
麻
し
ん
の

必
要
回
数
で
あ
る
二
回
接
種
し
て
い
な
い
者
に
対
す
る
予
防
接
種
を
推

り
患
歴
及
び
予
防
接
種
歴
を
確
認
し
、
麻
し
ん
に
未
り
患
又
は
麻
し
ん

奨
す
る
も
の
と
す
る
。

の
り
患
歴
が
不
明
で
あ
り
、
か
つ
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
必
要
回
数

で
あ
る
二
回
受
け
て
い
な
い
又
は
麻
し
ん
の
予
防
接
種
歴
が
不
明
で
あ

る
場
合
に
は
、
当
該
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
推
奨
す
る
よ
う
依
頼

す
る
も
の
と
す
る
。

７

厚
生
労
働
省
は
、
外
務
省
及
び
国
土
交
通
省
に
協
力
を
求
め
、
海
外

（
新
設
）

に
渡
航
す
る
者
に
対
し
、
自
ら
の
麻
し
ん
の
り
患
歴
及
び
予
防
接
種
歴

を
確
認
し
、
麻
し
ん
に
未
り
患
又
は
麻
し
ん
の
り
患
歴
が
不
明
で
あ
り

、
か
つ
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
必
要
回
数
で
あ
る
二
回
受
け
て
い
な

い
又
は
麻
し
ん
の
予
防
接
種
歴
が
不
明
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
予
防

接
種
を
受
け
る
こ
と
を
推
奨
す
る
も
の
と
す
る
。

８

厚
生
労
働
省
は
、
関
係
省
庁
に
協
力
を
求
め
、
空
港
職
員
等
に
対
し

（
新
設
）
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、
自
ら
の
麻
し
ん
の
り
患
歴
及
び
予
防
接
種
歴
を
確
認
し
、
麻
し
ん
に

未
り
患
又
は
麻
し
ん
の
り
患
歴
が
不
明
で
あ
り
、
か
つ
、
麻
し
ん
の
予

防
接
種
を
必
要
回
数
で
あ
る
二
回
受
け
て
い
な
い
又
は
麻
し
ん
の
予
防

接
種
歴
が
不
明
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
を

推
奨
す
る
も
の
と
す
る
。

９

国
は
、
国
内
で
麻
し
ん
の
患
者
が
一
例
で
も
発
生
し
た
場
合
に
は
、

５

国
は
、
麻
し
ん
患
者
が
一
例
で
も
発
生
し
た
場
合
に
、
国
立
感
染
症

国
立
感
染
症
研
究
所
に
お
い
て
、
周
囲
の
感
受
性
者
に
対
し
て
予
防
接

研
究
所
に
お
い
て
周
囲
の
感
受
性
者
に
対
し
て
予
防
接
種
を
推
奨
す
る

種
を
推
奨
す
る
こ
と
も
含
め
た
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
、
具
体
的
な
実

こ
と
も
含
め
た
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
、
具
体
的
な
実
施
方
法
等
を
示

施
方
法
等
を
示
し
た
手
引
き
の
作
成
を
行
う
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
国

し
た
手
引
き
の
作
成
を
行
う
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
国
立
感
染
症
研
究

立
感
染
症
研
究
所
は
、
都
道
府
県
等
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

所
は
、
都
道
府
県
等
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
、
適
宜
技
術
的
支
援

適
宜
技
術
的
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

を
行
う
も
の
と
す
る
。

四

そ
の
他
必
要
な
措
置

五

そ
の
他
必
要
な
措
置

１

厚
生
労
働
省
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
疾
病
と
し
て
の
麻
し
ん
の

１

厚
生
労
働
省
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
予
防
接
種
の
重
要
性
並
び

特
性
、
予
防
接
種
の
重
要
性
、
副
反
応
を
防
止
す
る
た
め
に
注
意
す
べ

に
副
反
応
を
防
止
す
る
た
め
に
注
意
す
べ
き
事
項
及
び
ワ
ク
チ
ン
を
使

き
事
項
及
び
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
す
る
予
防
接
種
と
い
う
行
為
上
避
け
ら

用
す
る
予
防
接
種
と
い
う
行
為
上
避
け
ら
れ
な
い
起
こ
り
う
る
副
反
応

れ
な
い
副
反
応
、
特
に
妊
娠
中
の
接
種
に
よ
る
胎
児
へ
の
影
響
等
の
情

、
特
に
妊
娠
中
の
接
種
に
よ
る
胎
児
へ
の
影
響
等
に
関
し
、
積
極
的
な

報
（
以
下
「
麻
し
ん
に
関
す
る
情
報
」
と
い
う
。
）
を
整
理
し
、
国
民

情
報
提
供
を
行
う
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
国
民
に
対
す
る
情
報
提
供
と

に
対
し
積
極
的
に
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
情
報
提
供
に
当
た

し
て
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成
や
報
道
機
関
を
活
用
し
た
広
報
等

っ
て
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成
及
び
報
道
機
関
と
連
携
し
た
広
報

を
積
極
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

等
を
積
極
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

２

厚
生
労
働
省
は
、
児
童
福
祉
施
設
等
及
び
職
業
訓
練
施
設
等
の
管
理

２

厚
生
労
働
省
は
、
保
育
所
等
の
児
童
福
祉
施
設
等
や
職
業
訓
練
施
設

者
に
対
し
、
入
所
又
は
入
学
の
機
会
を
利
用
し
て
、
児
童
福
祉
施
設
等

等
の
管
理
者
に
対
し
、
入
所
及
び
入
学
の
機
会
を
利
用
し
て
、
保
育
所

に
お
い
て
集
団
生
活
を
行
う
者
及
び
職
業
訓
練
施
設
等
に
お
け
る
訓
練

等
の
児
童
福
祉
施
設
等
に
お
い
て
集
団
生
活
を
行
う
者
及
び
職
業
訓
練

生
の
麻
し
ん
の
り
患
歴
及
び
予
防
接
種
歴
を
確
認
し
、
麻
し
ん
に
未
り

施
設
等
に
お
け
る
訓
練
生
の
罹
患
歴
及
び
予
防
接
種
歴
を
確
認
し
、
未

患
又
は
麻
し
ん
の
り
患
歴
が
不
明
で
あ
り
、
か
つ
、
麻
し
ん
の
予
防
接

罹
患
で
あ
り
、
か
つ
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
必
要
回
数
で
あ
る
二
回

種
を
必
要
回
数
で
あ
る
二
回
受
け
て
い
な
い
又
は
麻
し
ん
の
予
防
接
種

接
種
し
て
い
な
い
場
合
、
麻
し
ん
の
疾
病
と
し
て
の
特
性
や
麻
し
ん
の

歴
が
不
明
で
あ
る
場
合
に
は
、
麻
し
ん
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
行
う

予
防
接
種
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
う
よ
う
依
頼
す
る
も
の
と
す
る

よ
う
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。

。

３

厚
生
労
働
省
は
、
文
部
科
学
省
に
協
力
を
求
め
、
学
校
等
の
設
置
者

（
新
設
）

に
対
し
、
学
校
保
健
安
全
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
生
徒
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等
の
健
康
診
断
等
の
機
会
を
利
用
し
て
、
学
校
等
の
児
童
生
徒
等
の
麻

し
ん
の
り
患
歴
及
び
予
防
接
種
歴
を
確
認
し
、
麻
し
ん
に
未
り
患
又
は

麻
し
ん
の
り
患
歴
が
不
明
で
あ
り
、
か
つ
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
必

要
回
数
で
あ
る
二
回
受
け
て
い
な
い
又
は
麻
し
ん
の
予
防
接
種
歴
が
不

明
で
あ
る
場
合
に
は
、
麻
し
ん
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
行
う
よ
う
依

頼
す
る
も
の
と
す
る
。

４

厚
生
労
働
省
は
、
日
本
医
師
会
、
日
本
小
児
科
学
会
、
日
本
小
児
科

３

厚
生
労
働
省
は
、
日
本
医
師
会
並
び
に
日
本
小
児
科
学
会
、
日
本
小

医
会
、
日
本
皮
膚
科
学
会
、
日
本
内
科
学
会
及
び
日
本
小
児
保
健
協
会

児
科
医
会
、
日
本
内
科
学
会
及
び
日
本
小
児
保
健
協
会
等
の
学
会
等
に

等
の
学
会
等
に
対
し
、
初
診
の
患
者
の
麻
し
ん
の
り
患
歴
及
び
予
防
接

対
し
、
初
診
の
患
者
の
罹
患
歴
及
び
予
防
接
種
歴
を
確
認
し
、
未
罹
患

種
歴
を
確
認
し
、
麻
し
ん
に
未
り
患
又
は
麻
し
ん
の
り
患
歴
が
不
明
で

で
あ
り
、
か
つ
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
必
要
回
数
で
あ
る
二
回
接
種

あ
り
、
か
つ
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
必
要
回
数
で
あ
る
二
回
受
け
て

し
て
い
な
い
場
合
、
疾
病
と
し
て
の
麻
し
ん
に
つ
い
て
の
情
報
及
び
麻

い
な
い
又
は
麻
し
ん
の
予
防
接
種
歴
が
不
明
で
あ
る
場
合
に
は
、
麻
し

し
ん
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
う
よ
う
依
頼
す
る
も
の

ん
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
行
う
よ
う
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。

と
す
る
。

５

厚
生
労
働
省
は
、
事
業
者
団
体
に
対
し
、
麻
し
ん
に
関
す
る
情
報
の

（
新
設
）

提
供
等
を
事
業
者
等
に
行
う
よ
う
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
雇

入
れ
時
等
の
様
々
な
機
会
を
利
用
し
て
、
主
と
し
て
業
務
に
よ
り
海
外

に
渡
航
す
る
者
の
麻
し
ん
の
り
患
歴
及
び
予
防
接
種
を
確
認
し
、
麻
し

ん
に
未
り
患
又
は
麻
し
ん
の
り
患
歴
が
不
明
で
あ
り
、
か
つ
、
麻
し
ん

の
予
防
接
種
を
必
要
回
数
で
あ
る
二
回
受
け
て
い
な
い
又
は
麻
し
ん
の

予
防
接
種
歴
が
不
明
で
あ
る
場
合
に
は
、
麻
し
ん
に
関
す
る
情
報
の
提

供
を
行
う
よ
う
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。

６

厚
生
労
働
省
は
、
本
省
、
国
立
感
染
症
研
究
所
及
び
検
疫
所
の
ホ
ー

４

厚
生
労
働
省
は
、
本
省
、
国
立
感
染
症
研
究
所
又
は
検
疫
所
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
、
国
内
外
の
麻
し
ん
の
発
生
状
況
、
海
外
で
麻
し

ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
、
国
内
外
の
麻
し
ん
の
発
生
状
況
や
予
防
接
種
に

ん
が
発
症
し
た
場
合
の
影
響
及
び
麻
し
ん
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
行

つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
国
土
交
通
省
に
協
力
を
求
め

う
と
と
も
に
、
外
務
省
及
び
国
土
交
通
省
に
対
し
、
海
外
に
渡
航
す
る

、
旅
行
会
社
等
に
対
し
、
外
国
へ
渡
航
す
る
者
に
、
こ
れ
ら
の
情
報
提

者
に
、
こ
れ
ら
の
情
報
の
提
供
を
行
う
よ
う
協
力
を
依
頼
す
る
も
の
と

供
を
行
う
よ
う
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
に
協
力

す
る
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
に
協
力
を
求
め
、
旅
行
会
社
等
に
対
し
、

を
求
め
、
学
校
で
外
国
へ
修
学
旅
行
す
る
際
に
、
麻
し
ん
の
疾
病
と
し

海
外
に
渡
航
す
る
者
に
、
国
内
外
の
麻
し
ん
の
発
生
状
況
及
び
麻
し
ん

て
の
特
性
や
麻
し
ん
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
う
よ
う

に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
行
う
よ
う
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
文
部
科
学

依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。

省
に
対
し
、
学
校
等
の
設
置
者
に
、
海
外
に
修
学
旅
行
等
を
す
る
際
に
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、
こ
れ
ら
の
情
報
の
提
供
を
行
う
よ
う
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。

７

厚
生
労
働
省
は
、
外
国
人
留
学
生
及
び
外
国
人
労
働
者
等
長
期
に
我

（
新
設
）

が
国
に
滞
在
す
る
海
外
か
ら
の
渡
航
者
に
対
し
、
入
国
す
る
前
に
自
ら

の
麻
し
ん
の
り
患
歴
及
び
予
防
接
種
歴
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
麻

し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
を
複
数
の
言
語
で

情
報
提
供
す
る
た
め
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
関

係
省
庁
及
び
事
業
者
団
体
に
対
し
、
周
知
を
行
う
よ
う
協
力
を
依
頼
す

る
も
の
と
す
る
。

８

厚
生
労
働
省
は
、
麻
し
ん
の
定
期
の
予
防
接
種
を
積
極
的
に
勧
奨
す

５

厚
生
労
働
省
は
、
定
期
の
予
防
接
種
を
積
極
的
に
勧
奨
す
る
と
と
も

る
と
と
も
に
、
予
防
接
種
の
際
の
医
療
事
故
及
び
副
反
応
を
徹
底
し
て

に
、
予
防
接
種
の
際
の
医
療
事
故
や
避
け
得
る
副
反
応
を
徹
底
し
て
避

避
け
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
及
び
医
療
機
関
等
の
各
関
係
機
関
に
対

け
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
や
医
療
機
関
等
の
各
関
係
団
体
に
対
し
、

し
、
安
全
対
策
を
十
分
行
う
よ
う
協
力
を
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。

安
全
対
策
を
十
分
行
う
よ
う
協
力
を
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
及
び
日
本
医
師
会
に
対
し
、
麻
し
ん
の
抗
体

検
査
及
び
予
防
接
種
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
医
療
機
関
に
関
す
る

情
報
提
供
を
行
う
よ
う
協
力
を
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。

９

国
は
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種
に
用
い
る
ワ
ク
チ
ン
及
び
試
薬
類
（
以

（
新
設
）

下
「
ワ
ク
チ
ン
等
」
と
い
う
。
）
の
安
定
的
な
供
給
を
図
る
た
め
、
ワ

ク
チ
ン
等
の
生
産
に
つ
い
て
、
製
造
販
売
業
者
と
引
き
続
き
連
携
を
図

る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
等
の
流
通
に
つ
い
て
も
、
日
本
医

師
会
、
卸
売
販
売
業
者
及
び
地
方
公
共
団
体
の
連
携
を
促
進
す
る
も
の

と
す
る
。
な
お
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種
に
用
い
る
ワ
ク
チ
ン
は
、
風
し

ん
対
策
の
観
点
も
考
慮
し
、
原
則
と
し
て
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
Ｍ

Ｒ
）
ワ
ク
チ
ン
と
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四

医
療
の
提
供

第
四

医
療
の
提
供

一

基
本
的
な
考
え
方

一

基
本
的
な
考
え
方

麻
し
ん
の
よ
う
な
感
染
力
が
極
め
て
強
く
、
重
症
化
の
お
そ
れ
の
あ
る

麻
し
ん
の
よ
う
な
感
染
力
が
極
め
て
強
く
、
重
症
化
の
お
そ
れ
の
あ
る

感
染
症
に
つ
い
て
は
、
早
期
発
見
及
び
早
期
治
療
が
特
に
重
要
で
あ
る
。

感
染
症
に
つ
い
て
は
、
早
期
発
見
及
び
早
期
治
療
が
、
特
に
重
要
で
あ
る

こ
の
た
め
、
国
は
、
麻
し
ん
の
患
者
を
適
切
に
診
断
で
き
る
よ
う
、
医
師

。
こ
の
た
め
、
国
は
、
麻
し
ん
の
患
者
を
適
切
に
診
断
で
き
る
よ
う
、
医

に
対
し
て
必
要
な
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
国
民
に
対
し
て
も
当
該

師
に
必
要
な
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
国
民
に
も
当
該
疾
病
に
感
染

疾
病
に
感
染
し
た
際
の
初
期
症
状
及
び
早
期
に
と
る
べ
き
対
応
等
に
つ
い

し
た
際
の
初
期
症
状
や
早
期
に
と
る
べ
き
対
応
等
に
つ
い
て
周
知
し
て
い
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て
周
知
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

二

医
療
関
係
者
に
対
す
る
普
及
啓
発

二

医
療
関
係
者
に
対
す
る
普
及
啓
発

国
は
、
麻
し
ん
の
患
者
を
医
師
が
適
切
に
診
断
で
き
る
よ
う
、
医
師
に

国
は
、
麻
し
ん
の
患
者
を
医
師
が
適
切
に
診
断
で
き
る
よ
う
、
医
師
に

対
し
、
麻
し
ん
の
流
行
状
況
等
に
つ
い
て
積
極
的
に
情
報
提
供
す
る
も
の

対
し
、
麻
し
ん
の
流
行
状
況
等
に
つ
い
て
積
極
的
に
情
報
提
供
す
る
も
の

と
し
、
特
に
流
行
が
懸
念
さ
れ
る
地
域
に
お
い
て
は
、
日
本
医
師
会
等
の

と
し
、
特
に
、
流
行
が
懸
念
さ
れ
る
地
域
に
お
い
て
は
、
日
本
医
師
会
等

関
係
団
体
と
連
携
し
、
医
療
関
係
者
に
対
し
て
注
意
喚
起
を
行
う
必
要
が

の
関
係
団
体
と
連
携
し
、
医
療
関
係
者
に
対
し
て
注
意
喚
起
を
行
う
必
要

あ
る
。
さ
ら
に
、
麻
し
ん
の
患
者
数
が
減
少
し
、
自
然
感
染
に
よ
る
免
疫

が
あ
る
。
さ
ら
に
、
麻
し
ん
の
患
者
数
が
減
少
し
、
自
然
感
染
に
よ
る
免

増
強
効
果
が
得
づ
ら
く
な
っ
て
き
た
こ
と
に
伴
っ
て
、
麻
し
ん
が
小
児
特

疫
増
強
効
果
が
得
づ
ら
く
な
っ
て
き
た
こ
と
に
伴
っ
て
、
麻
し
ん
が
小
児

有
の
疾
患
で
な
く
な
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、
小
児
科
医
の
み
で
は
な
く
、
全

特
有
の
疾
患
で
な
く
な
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、
小
児
科
医
の
み
で
は
な
く
、

て
の
医
師
が
麻
し
ん
の
患
者
を
診
断
で
き
る
よ
う
、
積
極
的
に
普
及
啓
発

す
べ
て
の
医
師
が
麻
し
ん
患
者
を
診
断
で
き
る
よ
う
、
積
極
的
に
普
及
啓

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

発
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

第
五

研
究
開
発
の
推
進

第
五

研
究
開
発
の
推
進

一

基
本
的
考
え
方

一

基
本
的
考
え
方

（
略
）

（
略
）

麻
し
ん
の
排
除
状
態
の
維
持
に
向
け
た
定
期
接
種
率
の
向
上
を
含
む
感

染
症
予
防
施
策
の
推
進
の
た
め
に
、
調
査
及
び
検
討
を
進
め
る
こ
と
も
重

要
で
あ
る
。

二

（
略
）

二

（
略
）

第
六

国
際
的
な
連
携

第
六

国
際
的
な
連
携

一

（
略
）

一

（
略
）

二

国
際
機
関
で
定
め
る
目
標
の
達
成

二

国
際
機
関
で
定
め
る
目
標
の
設
定

世
界
保
健
機
関
に
お
い
て
は
、
二
回
の
予
防
接
種
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

世
界
保
健
機
関
に
お
い
て
は
、
二
回
の
予
防
接
種
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
接
種
率
が
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
な
る
こ
と
の
達
成
を
目
標
に

れ
の
接
種
率
が
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
な
る
こ
と
の
達
成
を
目
標
に

掲
げ
て
い
る
ほ
か
、
西
太
平
洋
地
域
か
ら
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
の
排
除
を

掲
げ
て
い
る
ほ
か
、
平
成
二
十
年
（
二
千
十
二
年
）
に
は
西
太
平
洋
地
域

達
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、
各
国
に
対
策
の
実
施
を
求
め
て
お
り
、

か
ら
麻
し
ん
の
排
除
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
各
国
に
対
策
の
実

同
機
関
に
お
い
て
、
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
の
排
除
の
認
定
作
業
が
実
施
さ

施
を
求
め
て
お
り
、
同
機
関
に
お
い
て
、
麻
し
ん
の
排
除
の
認
定
作
業
が

れ
て
い
る
。
我
が
国
も
本
指
針
に
基
づ
き
、
麻
し
ん
対
策
の
充
実
を
図
る

実
施
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
も
本
指
針
に
基
づ
き
、
麻
し
ん
対
策
の
充
実

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
目
標
の
達
成
及
び
維
持
に
向
け
て
取
り
組
む
も
の
と

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
目
標
の
達
成
及
び
維
持
に
向
け
て
取
り
組
む

す
る
。

も
の
と
す
る
。
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三

国
際
機
関
へ
の
協
力

三

国
際
機
関
へ
の
協
力

国
際
機
関
と
協
力
し
、
麻
し
ん
の
流
行
国
に
お
け
る
対
策
を
推
進
す
る

国
際
機
関
と
協
力
し
、
麻
し
ん
の
流
行
国
の
麻
し
ん
対
策
を
推
進
す
る

こ
と
は
、
国
際
保
健
水
準
の
向
上
に
貢
献
す
る
の
み
な
ら
ず
、
海
外
で
感

こ
と
は
、
国
際
保
健
水
準
の
向
上
に
貢
献
す
る
の
み
な
ら
ず
、
海
外
で
感

染
し
、
国
内
で
発
症
す
る
患
者
の
発
生
を
予
防
す
る
こ
と
に
も
寄
与
す
る

染
し
、
国
内
で
発
症
す
る
患
者
の
発
生
を
予
防
す
る
こ
と
に
も
寄
与
す
る

。
そ
の
た
め
、
国
は
、
世
界
保
健
機
関
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
国
際
的
な

。
そ
の
た
め
、
国
は
、
世
界
保
健
機
関
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
国
際
的
な

麻
し
ん
対
策
の
取
組
に
積
極
的
に
関
与
す
る
必
要
が
あ
る
。

麻
し
ん
対
策
の
取
組
に
積
極
的
に
関
与
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
七

評
価
及
び
推
進
体
制
と
普
及
啓
発
の
充
実

第
七

評
価
及
び
推
進
体
制
と
普
及
啓
発
の
充
実

一

基
本
的
考
え
方

一

基
本
的
考
え
方

本
指
針
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
本
指
針
に
基
づ
く
施
策
が
有

麻
し
ん
の
排
除
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
当
該
施
策
が
有
効
に
機
能
し

効
に
機
能
し
て
い
る
か
の
確
認
を
行
う
評
価
体
制
の
確
立
が
不
可
欠
で
あ

て
い
る
か
の
確
認
を
行
う
評
価
体
制
の
確
立
が
不
可
欠
で
あ
る
。
国
は
、

る
。
国
は
、
定
期
の
予
防
接
種
の
実
施
主
体
で
あ
る
市
町
村
等
と
連
携
し

定
期
の
予
防
接
種
の
実
施
主
体
で
あ
る
市
町
村
等
と
連
携
し
、
予
防
接
種

、
予
防
接
種
の
実
施
状
況
に
関
す
る
情
報
収
集
を
行
い
、
当
該
情
報
に
基

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
を
行
い
、
そ
の
情
報
を
基
に
し
て
関

づ
き
関
係
機
関
に
協
力
を
要
請
し
、
当
該
施
策
の
進
捗
状
況
に
よ
っ
て
は

係
機
関
へ
協
力
を
要
請
し
、
当
該
施
策
の
進
捗
状
況
に
よ
っ
て
は
、
本
指

、
本
指
針
に
定
め
る
施
策
の
見
直
し
も
含
め
た
積
極
的
な
対
応
を
講
じ
る

針
に
定
め
る
施
策
の
見
直
し
も
含
め
た
積
極
的
な
対
応
を
講
じ
る
必
要
が

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
市
町
村
等
は
、
予
防
接
種
台
帳
の
デ
ー
タ
管
理
の

あ
る
。
ま
た
、
市
町
村
等
は
、
予
防
接
種
台
帳
の
デ
ー
タ
管
理
の
あ
り
方

在
り
方
に
つ
い
て
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
を
考
慮
し
つ
つ
、
電
子
媒
体

に
つ
い
て
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
を
考
慮
し
つ
つ
、
電
子
媒
体
で
の
管

で
の
管
理
を
進
め
、
情
報
の
活
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
も
の

理
を
積
極
的
に
検
討
す
る
。

と
す
る
。

二

国
に
お
け
る
麻
し
ん
・
風
し
ん
対
策
推
進
会
議

二

麻
し
ん
対
策
推
進
会
議
及
び
排
除
認
定
会
議
の
設
置

国
は
、
感
染
症
の
専
門
家
、
医
療
関
係
者
、
保
護
者
、
地
方
公
共
団
体

国
は
、
平
成
十
九
年
度
よ
り
、
感
染
症
の
専
門
家
、
医
療
関
係
者
、
保

の
担
当
者
、
ワ
ク
チ
ン
製
造
業
者
、
学
校
関
係
者
及
び
事
業
者
団
体
の
関

護
者
、
地
方
公
共
団
体
の
担
当
者
、
ワ
ク
チ
ン
製
造
業
者
及
び
学
校
関
係

係
者
か
ら
な
る
「
麻
し
ん
・
風
し
ん
対
策
推
進
会
議
」
を
設
置
す
る
も
の

者
か
ら
な
る
「
麻
し
ん
対
策
推
進
会
議
」
を
設
置
し
て
い
る
。
同
会
議
は

と
す
る
。
同
会
議
は
、
毎
年
度
、
本
指
針
及
び
風
し
ん
に
関
す
る
特
定
感

、
毎
年
度
、
本
指
針
に
定
め
る
施
策
の
実
施
状
況
に
関
す
る
評
価
を
行
う

染
症
予
防
指
針
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
二
号
）
に

と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
公
表
し
、
必
要
に
応
じ
て
当
該
施
策
の
見
直
し

定
め
る
施
策
の
実
施
状
況
に
関
す
る
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
結
果

に
つ
い
て
提
言
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
国
は
、
麻
し
ん
が
排
除
・

を
公
表
し
、
必
要
に
応
じ
て
当
該
施
策
の
見
直
し
に
つ
い
て
提
言
を
行
う

維
持
さ
れ
て
い
る
か
を
判
定
し
、
世
界
保
健
機
関
に
報
告
す
る
排
除
認
定

こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
国
は
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
に
つ
い
て
、
排
除
又
は

会
議
も
設
置
す
る
こ
と
と
す
る
。

排
除
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い
る
か
を
判
定
し
、
世
界
保
健
機
関
に
報
告
す

る
排
除
認
定
会
議
も
設
置
す
る
こ
と
と
す
る
。

三

都
道
府
県
等
に
お
け
る
麻
し
ん
・
風
し
ん
対
策
の
会
議
及
び
ア
ド
バ
イ

三

都
道
府
県
等
に
お
け
る
麻
し
ん
対
策
の
会
議
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
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ザ
ー
制
度
の
整
備

整
備

１

都
道
府
県
は
、
感
染
症
の
専
門
家
、
医
療
関
係
者
、
保
護
者
、
市
町

１

都
道
府
県
は
、
感
染
症
の
専
門
家
、
医
療
関
係
者
、
保
護
者
、
学
校

村
の
担
当
者
、
学
校
関
係
者
及
び
事
業
者
団
体
の
関
係
者
等
と
協
働
し

関
係
者
等
と
協
働
し
て
、
麻
し
ん
対
策
の
会
議
を
設
置
し
、
関
係
機
関

て
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
対
策
の
会
議
を
設
置
し
、
関
係
機
関
の
協
力
を

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
定
期
的
に
麻
し
ん
の
発
生
動
向
、
定
期
の
予
防

得
な
が
ら
、
定
期
的
に
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
の
発
生
動
向
、
各
市
町
村

接
種
の
接
種
率
及
び
副
反
応
の
発
生
事
例
等
を
把
握
し
、
地
域
に
お
け

に
お
け
る
定
期
の
予
防
接
種
の
接
種
率
及
び
副
反
応
の
発
生
事
例
等
を

る
施
策
の
進
捗
状
況
を
評
価
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
都
道
府
県
等

把
握
し
、
地
域
に
お
け
る
施
策
の
進
捗
状
況
を
評
価
す
る
も
の
と
す
る

は
、
必
要
に
応
じ
、
医
師
会
等
の
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
麻
し
ん
の

。
同
会
議
は
、
各
市
町
村
に
お
け
る
定
期
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
、
第

診
断
等
に
関
す
る
助
言
を
行
う
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
整
備
を
検
討
す

一
期
に
接
種
し
た
者
の
割
合
及
び
第
二
期
に
接
種
し
た
者
の
割
合
が
そ

る
。

れ
ぞ
れ
九
十
五
％
以
上
と
な
る
よ
う
に
定
期
接
種
率
の
向
上
策
の
提
言

を
行
い
、
都
道
府
県
は
当
該
提
言
を
踏
ま
え
各
市
町
村
に
対
し
て
働
き

か
け
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
国
は
、
国
立
感
染
症
研
究
所
に
お
い
て

、
同
会
議
の
活
動
内
容
及
び
役
割
等
を
示
し
た
手
引
き
の
作
成
を
行
う

も
の
と
し
、
都
道
府
県
等
は
、
必
要
に
応
じ
、
医
師
会
等
の
関
係
団
体

と
連
携
し
て
、
麻
し
ん
の
診
断
等
に
関
す
る
助
言
を
行
う
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
制
度
の
整
備
を
検
討
す
る
。

２

厚
生
労
働
省
は
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
対
策
の
会
議
が
定
期
の
予
防
接

２

厚
生
労
働
省
は
、
麻
し
ん
対
策
の
会
議
が
定
期
の
予
防
接
種
の
実
施

種
の
実
施
状
況
を
評
価
す
る
た
め
、
文
部
科
学
省
に
対
し
、
学
校
が
把

状
況
を
評
価
す
る
た
め
、
文
部
科
学
省
に
対
し
、
学
校
が
把
握
す
る
幼

握
す
る
幼
児
及
び
児
童
の
定
期
の
予
防
接
種
の
接
種
率
に
関
す
る
情
報

児
及
び
児
童
の
定
期
の
予
防
接
種
の
接
種
率
に
関
す
る
情
報
を
麻
し
ん

を
麻
し
ん
・
風
し
ん
対
策
の
会
議
に
提
供
す
る
よ
う
協
力
を
依
頼
す
る

対
策
の
会
議
に
提
供
す
る
よ
う
協
力
を
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。

も
の
と
す
る
。

四

（
略
）

四

（
略
）

五

普
及
啓
発
の
充
実

五

普
及
啓
発
の
充
実

麻
し
ん
対
策
に
関
す
る
普
及
啓
発
に
つ
い
て
は
、
麻
し
ん
に
関
す
る
正

麻
し
ん
対
策
に
関
す
る
普
及
啓
発
に
つ
い
て
は
、
麻
し
ん
に
関
す
る
正
し

し
い
知
識
に
加
え
、
医
療
機
関
受
診
の
際
の
検
査
及
び
積
極
的
疫
学
調
査

い
知
識
に
加
え
、
医
療
機
関
受
診
の
際
の
検
査
や
積
極
的
疫
学
調
査
へ
の

へ
の
協
力
の
必
要
性
等
を
周
知
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
厚
生
労
働
省

協
力
の
必
要
性
等
を
周
知
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
厚
生
労
働
省
は
、

は
、
文
部
科
学
省
及
び
報
道
機
関
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、

文
部
科
学
省
や
報
道
機
関
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
国
民
に

国
民
に
対
し
、
麻
し
ん
及
び
そ
の
予
防
に
関
す
る
適
切
な
情
報
提
供
を
行

対
し
、
麻
し
ん
と
そ
の
予
防
に
関
す
る
適
切
な
情
報
提
供
を
行
う
よ
う
努

う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

め
る
も
の
と
す
る
。
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麻しん 厚生労働省 検 索麻 し ん に つ い て 、 く わ し く は こ ち ら へ⇒

職員の皆様にできること

職員の皆様は、以下の御協力を！

厚生労働省

麻しんは、非常に強い感染力を持ち、空気感染、飛沫感染、接触感染で、様々な経路でヒトからヒトへ感染し
ます。免疫を持っていない人が感染するとほぼ100％発症します。
感染すると約10日後に発熱や咳、鼻水といった風邪のような症状が現れ、2～3日熱が続いた後、39℃以上
の高熱と発疹が出ます。肺炎、中耳炎を合併しやすい感染症です。

※ 日本は麻しんの排除状態として認定されていますが、海外からの輸入例が報告されています。

特に、０歳児や妊婦と接する機会が多い方は、
積極的な御協力をお願いします！

麻しんにかかったことがなく、予防接種を２回
打っていない場合は、予防接種を打つことを
検討してください。
（２回打ったか分からない方も同様です。）

まず、麻しんにかかったことがあるか、予防
接種を打ったことがあるか、母子健康手帳
などで確認してください。

皆様の職場には、麻しんにかかると重症化しやすい人
（子ども、患者、妊婦など）がたくさんいます。

子ども、患者、妊婦などを麻しんから守るには、職員が
麻しんにかからないよう注意することが重要です！



 麻しんは、麻しんウイルスが感染しておこる感染症で、発熱や発疹などが主な症状です。 

 麻しんは感染力が強く、空気感染もするので、日頃から麻しんのワクチン（一般的には 
ＭＲワクチン）を受けていることが、予防に最も有効です。 

平成28年11月 

麻しん（はしか）は 

ワクチン接種が予防に有効です！ 

＜お知らせ＞ 

《定期接種を受けましょう》 

◎ワクチンを１回接種することで、95％以上の人が麻しんに対する免疫がつく 
  と言われています。 

◎確実な免疫を得るためには、99％以上の人が免疫がつくと言われる 
  ２回の接種がのぞましいとされています。 

◎接種歴は、母子健康手帳で確認できます。 

《以下、特にご注意ください》 

●過去に麻しんと診断されたこともワクチン接種を受けたこともない方で、麻しん患者と接触し、 
 １～２週間（約１０日間）経ってから発熱、せき、のどの痛み、眼が赤くなるなどの 
 症状が出てきたら、麻しんの可能性があります。 
 麻しんの可能性がある旨、事前に医療機関へ連絡してから受診するようにしてください。 

麻しん（はしか）に関する
Ｑ＆Ａ（厚生労働省） 

http://www.mhlw.go.jp/qa/kenkou/h
ashika/index.html 

麻疹とは 

（国立感染症研究所） 

http://www.nih.go.jp/niid/ja/disease
s/ma/measles.html 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakun
itsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/
kekkaku-kansenshou/kekkaku-
kansenshou21/index.html 

厚生労働省 

麻しん・風しん 

（厚生労働省） 

定期接種を受けましょう！ 

《ワクチンを接種した方がいい？》 

●１歳児と小学校入学前１年間の幼児は、定期接種の対象です。 
  期間内に接種することを積極的にお勧めします。 

●過去に麻しんと診断され、検査で確認されたことがある方は、免疫がついていると 
 考えられることから、ワクチンを接種する必要はありません。 

●過去に麻しんと診断されたこともワクチン接種を受けたこともない方は、 
  母子健康手帳を確認の上、医療機関にご相談ください。 



健健発0425第１号 

健感発0425第１号 

平成31年４月25日 

都 道 府 県 

各 保 健 所 設 置 市  衛生主管部（局）長 殿 

       特 別 区 

 

                厚 生 労 働 省 健 康 局 健 康 課 長 

（ 公 印 省 略 ） 

 厚生労働省健康局結核感染症課長 

                    （ 公 印 省 略 ） 

 

 

麻しんに関する特定感染症予防指針に基づく依頼事項について 

 

平素より、感染症対策の推進につきまして、御理解と御協力を賜り誠にありが

とうございます。 

別紙１「麻しんに関する特定感染症予防指針の一部改正について」（平成31年

４月19日健健発0419第１号厚生労働省健康局健康課長通知・健感発0419第１号結

核感染症課長通知）により、平成31年４月19日付けで麻しんに関する特定感染症

予防指針（平成19年厚生労働省告示第422号。以下「指針」という。）が改正され

たことを通知いたしました。 

同通知において「追って、改正後の指針に基づき、依頼事項を整理の上、通知

する予定」としていたところですが、今般、改正後の指針に基づき、下記１～４

のとおり依頼事項を整理しましたので、貴殿におかれましては、指針の主な改正

内容等とあわせて御了知の上適切に対応いただくとともに、貴管内市町村（保健

所を設置する市及び特別区を除く。）に周知していただくようお願いします。 

また、同通知等において既に御連絡したとおり、風しんに関する特定感染症予

防指針（平成26年厚生労働省告示第122号）についても同時に改正することを予定

しておりましたが、風しんに係る状況に変化があったことを踏まえ、第29回厚生

科学審議会予防接種・ワクチン分科会予防接種基本方針部会・第30回厚生科学審

議会感染症部会（合同開催）（平成31年１月28日開催）において当分の間改正を据

え置くことが決定されています。一方で、下記３及び４の依頼事項につきまして

は、風しん対策にも同様に資するものであることから、風しんも想定した対応を

取っていただくよう御協力をお願いします。 



なお、改正後の指針第三の三の１等の記載に基づき、別紙２～４のとおり民生

主管部局、（公社）日本医師会、母子保健主管部局等に対し通知を発出しているこ

と、改正後の指針第三の三の２等の記載に基づき、外務省及び国土交通省等の関

係機関に協力を求めていることを申し添えます。 

 

記 

 

１ 母子保健主管部局と連携し、母子保健法（昭和40年法律第141号）第12条第１

項第１号に規定する健康診査の機会を利用して、当該健康診査の受診者の麻し

んのり患歴（過去に検査診断で確定したものに限る。以下同じ。）及び第一期（生

後12月から生後24月に至るまでの間）の定期の予防接種（予防接種法第第２条

第４項の定期の予防接種をいう。以下同じ。）の接種歴（母子健康手帳、予防接

種済証等の記録に基づくものに限る。以下同じ。）を確認し、麻しんに未り患又

は麻しんのり患歴が不明であり、かつ、麻しんの第一期の定期の予防接種を受

けていない場合には、受け忘れ等がないよう、再度の接種勧奨を行うこと。 

２ 教育委員会と連携し、学校保健安全法（昭和33年法律第56号）第11条に規定

する健康診断（以下「就学時健診」という。）の機会を利用して、当該就学時健

診の受診者の麻しんのり患歴及び第二期（小学校就学の始期に達する日の１年

前の日から当該始期に達する日の前日までの間）の定期の予防接種の接種歴を

確認し、麻しんに未り患又は麻しんのり患歴が不明であり、かつ、麻しんの第

二期の定期の予防接種を受けていない場合には、受け忘れ等がないよう、再度

の接種勧奨を行うこと。 

３ 都道府県が感染症の専門家、医療関係者、市町村の担当者等の関係者と協働

して設置した麻しん・風しん対策の会議は、管内の各市町村における麻しんの

定期の予防接種について、第一期に接種した者の割合及び第二期に接種した者

の割合がそれぞれ95％以上となるように定期接種率の向上策の提言を行い、都

道府県は当該提言を踏まえて管内の各市町村に対して働きかけること。この際、

国立感染症研究所が取りまとめた「都道府県における麻しん風しん対策会議等

に関するガイドライン（第二版：暫定版）」を参考にすること。 

４ 都道府県等においては、複数の都道府県等にまたがって広域的に麻しんが発

生した場合に備え、都道府県等相互の連携体制をあらかじめ構築しておくこと。

なお、今後、厚生労働省において、自治体間で即時に麻しんに関する発生情報

を共有できる仕組みを整備（感染症発生動向調査システムの改修）し、運用開

始のお知らせを行う予定であることを申し添える。 

 



参考１：改正後の指針全文 

 https://www.mhlw.go.jp/content/000503060.pdf 

 

参考２：都道府県における麻しん風しん対策会議等に関するガイドライン 

https://www.niid.go.jp/niid/images/epi/rubella/GLMM_160603.pdf 


